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警告

本装置を使用する前に、 本マニュアルをよ く お読み く だ さい。 本装置は、 メ ーカーの指示に従って
使用、 保全し た場合に限り、 設計通り に機能し ます。 指示に従わないと、 設計通り に機能し ない可
能性があ り、 安全について本装置を頼り にし ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死に至る可能
性があ り ます。
製品を使用する場合、 この操作マニュアルを必ずお読み頂き、 順守し て頂 く 必要があ り ます。 特に、
安全に関する指示のほか、 製品の使用および操作に関する情報についても注意深 く 読み、 順守し て
く だ さい。 さ らに、 安全に使用するために、 ユーザーの所在国に適用される国内規制を考慮に入れ
る必要があ り ます。
代用または本仕様外の使用は不順守と見な されます。 このこ とは、 特に製品に対する無許可の変更、
そ し て MSA または MSA が認可し た者によ って行われなかった試運転作業にも適用されます。

適合宣言 (DoC) 情報の詳細は、ALTAIR 5X PIDCD を参照するか、MSAsafety.com にアクセス し て く だ
さい (#1000006537)。

この製品は、 Bluetooth® 無線技術を採用し ています。

Bluetooth とい う語のマークやロゴは、 Bluetooth SIG、 Inc.、 の登録商標であ り、 MSA による使用は
許諾を受けています。 その他の商標や商号は、 それぞれの所有者のものです。
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1 安全規則
1.1 正しい使用方法

ALTAIR 5X PID マルチガス検知警報器 ( 以下 「検知器」 と い う ) は、 訓練を受け、 資格のある方に

よ ってご操作頂 く ガス検知警報器です。 この検知器は、 以下のための危険評価を行 う と きに使用す

るよ う に設計されています :

• 作業員が可燃性および有毒なガスや蒸気のほか、 低濃度酸素にも暴露する可能性を評価し ます。

• 作業環境に必要な適切なガスおよび蒸気モニ タ リ ングを決定し ます。

ALTAIR 5X PID マルチガス検知器は、 以下の内容を検出し ます ：

• 可燃性ガスおよび特定可燃性蒸気。

• 揮発性有機化合物 (VOC)。

• 酸素不足または過酸素状態の大気。

• センサーを設置する目的である特定有毒ガス。

• CSA のみ ： 検知器は大気中の酸素 30 % までを検出できる一方、最大 21 % まで酸素の使用が認め

られています。

米国以外のみ ： 不活性化アプ リ ケーシ ョ ンのモニ タ リ ング用酸素。 この検知器は、 EN 50104 に準拠

し た不活性化のための混合ガスにおける酸素濃度の測定に適し てお り、 認定を受けていますが、 ア

ラーム機能はあ り ません。

警告

 毎日の使用前に閉塞フ ローテス ト を行います。

 毎日の使用前にバンプテス ト を実行する こ と をお勧めし ます。 必要に応じ て調整し ます。

 シ リ コ ン、 ケイ酸塩、 鉛含有化合物、 硫化水素、 または高濃度汚染物質に曝された場合、 よ り

高い頻度でバンプテス ト を行います。

 検知器が物理的衝撃を受けた場合は、 校正を再確認し ます。

 センサーを設置する目的のガス / 蒸気を検出するためのみに使用し て く だ さい。

 可燃性のダス ト または ミ ス ト の検出に使用し ないで く だ さい。

 触媒センサーが可燃性を正確に測定できるために、 適切な酸素の存在   
(>10 % O2) が必要です。

 サンプ リ ングシステム安全性テス ト を行う こ と を除いて、 ポンプ入口を決し て塞がないで く だ

さい。 訓練を受けた資格者に、 検知器の測定値を解釈させます。 爆発の危険性 : 危険な場所で、

検知器からバッ テ リ ーパッ ク を取り外し た り、 リ チウムイオンバッ テ リーを充電し た り し ない

で く だ さい。 検知器を改造または修正し ないで く だ さ い。

 MSA 承認サンプ リ ング配管のみを使用し て く だ さ い。

 シ リ コ ン製のチューブまたはサンプ リ ング配管を使用し ないで く だ さい。

 正しい測定値を得るため、 十分な時間を取って く だ さ い。 ガスの種類やサンプ リ ングラ イ ンの

長さによ って応答時間が変わり ます。

 VOC 応答係数またはア ラーム設定値 ( 暴露、 STEL、 TWA) を使用する前に、 測定し ている VOC 

ガスを適切に特定し て く だ さい

 VOC 測定値の表示は 0-999 ppm では増分が 0.1ppm であ り、 0-2000 ppm PID センサーの応答係

数の 1000-2000 ppm では 1 ppm である こ と を認識し て く だ さい。

 設置隅の PID ラ ンプが、 起動時に表示される PID ラ ンプ設定と対応し ている こ と を確認し て く

だ さい。

正し く ない使用法は、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。
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製品を使用する場合、 この取り扱い説明書を必ずお読み頂き、 順守し て頂 く 必要があ り ます。 特に、

安全に関する指示のほか、 製品の使用および操作に関する情報についても注意深 く 読み、 順守し て

く だ さい。 さ らに、 安全に使用するために、 ユーザーの所在国に適用される国内規制を考慮に入れ

る必要があ り ます。

代用または本仕様外の使用は不順守と見な されます。 このこ とは、 特に製品に対する無許可の変更、

そ し て MSA または MSA が認可し た者によ って行われなかった試運転作業にも適用されます。

1.2 賠償責任情報
製品を不適切に使用、 あるいは目的通り に使用されなかった場合、 MSA は賠償責任を一切負いませ

ん。 本製品の選択および使用は、 必ず、 本製品を使用する作業場所について、 本製品やその制限に

習熟し ている資格がある安全専門家が慎重に評価し た う えで、 その指示の下で行って く だ さ い。 本

製品の選択および使用、 ならびに作業場所の安全スキームへの組込みは、 雇用主が全責任を負いま

す。

本マニュ アルの指示に従って使用、 修理、 または保守し ない場合、 本製品に対する MSA が行 う 保証

と し ての製品賠償請求、 保証は無効です。

1.3 安全および予防対策

警告

この検知器の運用を始める前に、 以下の安全上の制約や事前注意事項をよ く お読み く だ さい。 正し

く ない使用法は、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

• 毎日の使用前に機能をチ ェ ッ ク し て く だ さい ( 第 4.8 " 検知器での機能テス ト " 章を参照 )。MSA 

では、 毎日の使用前に所定の点検を行 う こ と をお勧めし ます。

• 検知器の正しい動作を検証するため、 毎日の使用前にバンプテス ト を実行する こ と をお勧めし

ます ( 第 4.9 "Bump Test" 章を参照 )。 検知器はバンプテス ト に合格する必要があ り ます。 テス

ト に不合格の場合、 検知器を使用する前に校正を行います ( 第 4.10 " 校正 " 章を参照 )。

• ALTAIR 5X PID 検知器は、 空気中のガスおよび蒸気だけを検出するよ う に設計されています。

• Bluetooth の操作は、 通信リ ン クの維持に必要な無線サービスの信号の利用可能性によ り ます。

無線信号が失われる と、 リ ン ク されている検知器へのア ラームや情報の通信が妨げられます。

無線信号の消失が発生し た場合に対する適切な予防措置を と って く だ さい。

警告

PID 設定を変更する場合、 PID の基本を理解し ている こ とが非常に重要です。 測定し ている VOC ガ

スを適切に特定し ていなかった り、 必要な応答係数および / または正し いラ ンプ と一致する正しい

応答係数アラーム値 ( 暴露、 STEL、 TWA) を選択し ていなかった りする と、 測定値が間違っていた

り、 ア ラームの限界値が間違っていた り し て、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性

があ り ます。
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• 検知器が物理的衝撃または高レベルの汚染を受けた場合は、 よ り高い頻度でバンプテス ト を行

います。 また、 テス ト される大気が以下の物質を含む場合、 可燃性ガスセンサーおよび / また

は VOC センサーの感度を鈍らせ、 その測定値を下げる可能性があ り ます :

– 有機シ リ コ ン化合物

– ケイ酸塩

– 鉛含有化合物

– 硫黄化合物 ： 200 ppm 以上の曝露、 または 1 分間に 50ppm 以上の曝露

– 高濃度の VOC ガスは、 CO センサーの性能に影響を与える こ とがあ り ます

• 発火する可能性がある空気中の可燃性ガスの最低濃度が、 爆発下限界濃度 (LEL) と定義されま

す。 XXX の可燃性ガス測定値は、 大気が 100%LEL 以上であ り、 爆発の危険がある こ と を示し ま

す。 危険な領域から直ちに離れて く だ さ い。 

• 誤った測定値を示す可能性があるため、 以下の大気での可燃性ガスまたは毒性ガスのテス ト で

は、 触媒または電気センサーを使用し ないで く だ さい ：

– 酸素不足または酸素豊富な雰囲気

– 減圧されている雰囲気

– 炉の煙突

– 不活性環境

– 可燃性浮遊 ミ ス ト / ダス ト を含む雰囲気。

• 誤って低い測定値を示す可能性があるため、 高い引火点 （38 ℃、 100 °F 超） を持つ液体から

の蒸気を含む大気での可燃性ガスのテス ト に、 ALTAIR 5X PID マルチガス検知器を使用し ない

で く だ さい。

• 正確な測定値を表示するため、 検知器に十分な時間を取り ます。 反応時間は、 利用されるセン

サーの種類によ って異な り ます （ 6.2 " 性能仕様 " 章）。 センサーからサンプルを引き出すた

め、 最低でもサンプルラ イ ン 1 メ ー ト ルあた り 3 秒お待ち く だ さい。

• 内径 1.57mm [0.062 イ ンチ ] のチューブのサンプ リ ングラ イ ンによ り、 検知器への移送時間を速

めます。 （長さ 15m [50 フ ィ ー ト ] に限り ます。）

• 反応性有毒ガス (Cl2、 ClO2、 NH3) のサンプ リ ングは、 9 " 注文情報 " 章のア クセサリ表に記載の

反応性ガスサンプルラ イ ン と プローブキ ッ ト のみを用いて行う 必要があ り ます。 

• 内径 0.125 inch (3 mm) のチューブのサンプ リ ングラ イ ンは、 長さ 100 feet (30 m) に限り ます。

• 特定の環境、 工業的実践、 および暴露制限との関連で検知器測定値を解釈する上で、 訓練を受

け、 資格がある人がすべての検知器測定値および情報を解釈する必要があ り ます。

適切なバッ テ リー保守の順守

本検知器専用の MSA 製バッ テ リーチャージ ャーのみをご使用 く だ さい。 その他のチャージ ャーは、

バッ テ リーパッ クや検知器に損傷を与える可能性があ り ます。 現地の健康安全規制に従って廃棄し

て く だ さい。

環境条件に注意し て く だ さい

圧力、 湿度、 温度を含むさ まざまな環境要因がセンサー測定値に影響を及ぼす可能性があ り ます。

圧力と湿度の変化は、 雰囲気中に実際に存在する酸素量にも影響を及ぼし ます。

静電気に敏感な電子機器を取り扱 う 手順に注意し て く だ さ い

検知器は、 静電気に敏感な部品を含んでいます。 適切な静電放電 (ESD) 保護を用いずに、 検知器を

開けた り、 修理し ないで く だ さ い。 静電放電によ って生じ た損傷は、 本保証の対象外です。
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警告

本装置は CISPR 22 に基づ く ク ラス 製品です。 家庭環境では、 本製品が電波障害を引き起こす可能

性があ り ます。 この場合、 ユーザーは適切な対策を講じ る こ とが求められます。

このク ラス デジ タル機器は、 カナダの ICES-003 に準拠し ます。

保証の規制にご注意 く だ さい

本取り扱い説明書の指示に従って本製品が使用、 保守されていない場合、 本製品に対し て MSA The 

Safety Company が行 う保証は無効と な り ます。 それらの指示に従て使用者自身と他の人の安全を

守って く だ さい。 使用前に本機器に関し て、 あるいは使用または修理に関する追加情報に関し て、

書面または電話でご連絡頂 く こ と をお客様にお勧めし ています。

製品の規制にご注意 く だ さい

使用する国で適用されるすべての関連国内規制に従って く だ さい。

本機器は、 FCC 規則のパー ト  15 に準じ、 ク ラス デジ タルデバイスの限界値でテス ト

され、 準拠し ている こ とが分かっ ています。 これらの限界値は、 機器が商業的環境で

操作される時の有害な障害に対し て妥当な保護を行う よ う に設定されています。 本機

器は無線エネルギーを発生し、 使用し、 照射する可能性があ り、 取扱説明書に従って

設置、 使用し ないと、 無線通信に有害な障害を生じ る可能性があ り ます。 住居地区で

本機器を操作する と、 有害な障害を生じ る可能性があ り ます。 その場合、 ユーザーは

自費で障害を是正する こ とが求められます。

この装置は、 FCC 規格のパー ト  15 に準拠し ます。 操作は次の条件と し ます : (1) 本装

置が、 有害な干渉を引き起こす可能性がな く 、 (2) 本装置が、 好ま し く ない操作を引き

起こす可能性がある干渉を含み、 被る干渉を受け入れる必要があ り ます。



ALTAIR® 5X PID 10

安全規則

JP

1.4 保証

この保証では、 フ ィ ルター、 ヒ ューズ等はカバーされません。 また、 バッ テ リーパッ クが劣化する

と、 検知器の使用可能時間が減り ます。 こ こで具体的に記載されていない他の特定ア クセサリ には

異なる保証期間が設定されている可能性があ り ます。 本保証は、 販売業者の指示および / または推

奨事項に従って製品を保守、 使用する場合に限り有効です。 

修理または修正が売り手自身または公認のサービス要員以外の人によ って行われた場合、 または保

証請求が製品の物理的不正使用または誤使用によ って生じ た場合、 売り手は本保証に基づ く すべて

の義務を免れる ものと し ます。 販売業者の代理業者、 従業員、 販売会社は、 本契約書の下で販売さ

れる製品に関する説明、 表示、 保証について販売業者に義務を負わせる権限を一切持たないものと

し ます。 販売業者が製造し ていない部品またはア クセサリ に関する保証を行いませんが、 そのよ う

な部品につきま し ては、 その部品の製造会社のすべての保証を購入者に譲渡し ます。 

本保証は、 明示、 暗示、 法令による他のすべての保証に代わる ものであ り、 この説明書に記述し た

各期間に限定される ものと し ます。 販売担当者は、 売れる保証や特定の目的の適合保証の要求を絶

対に行わないものと し ます。 製造元は、 特定用途に対する商品性または適性のいかなる保証も明確

に拒否し ます。

唯一の法的救済

上記保証の違反、 売り手の不法行為、 または他の訴因に対する買い手の唯一かつ排他的な法的救済

は、 売り手の判断で、 売り手による検査によ って欠陥が証明された後、 その機器または部品を交換

する ものとする こ と で、 明確に合意し ています。 

交換用機器および / または部品は、 販売業者の工場から無料で購入者に提供されます。 販売業者に

よる不良品の修理不足は、 重要目的の履行ですが、 こ こで救済策を設定し ないものと し ます。

間接的損害の除外

販売業者は、 期待利益の未達成、 製品の不具合による損失に限らず、 経済的損害、 特別損害、 二次

的損害、 間接的損害等どのよ う な損害であろ う と も絶対に購入者に対し て責任を負わないこ と をご

理解、 同意し て頂 く 必要があ り ます。 この除外は、 保証の違反、 不法行為、 または売り手に対する

他の訴因に対する賠償請求に適用されます。

品目 保証期間

シ ャーシおよび電子機器 3 年

XCell COMB、 O2、 H2S、 CO、 SO2、 NO2、 および IR センサー 3 年

XCell Cl2、 NH3 センサー 2 年

シ リーズ 20 ClO2、 HCN、 NO、 NO2、 PH3 センサー 1 年

PID センサー 1 年
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2 PID の理論および定義
ALTAIR 5X PID の安全で効率的な操作をサポー ト するため、 MSA では、 オペレーターが単に検知器

を操作できるだけな く 、 機能に関する十分な知識も持っている と想定し ています。 このセクシ ョ ン

に記載されている情報は、 PID の他のマニュ アルで提供されている実践的な操作指示を補足し てい

ます。

PID の理論

光イオン化 検知器 (PID) は、 紫外線ラ ンプを使って対象と なる化合物を イオン化し ます。 存在し て

いる VOC の濃度に比例し て電流が発生し、 化合物の濃度が検知器デ ィ スプレ イに表示されます。

図 1 一般的な光イオン化センサーの設計

1 対象と なる分子 5 電極

2 高エネルギー真空紫外線 (VUV) 放射 6 アンプ

3 UV ラ ンプ 7 DC ソース

4 電極 8 マイ ク ロプロセ ッサ
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ゼロガス

ゼロガス とは、 検知器をゼロにする校正中に使用される リ フ ァ レンスガスのこ と です。 炭化水素を

含まないがゼロガスが検知器に入る と、 検知器は小さいシグナルで応答し ます。 このシグナルは、 2 

次的バッ クグラウン ド プロセスの結果です。 校正中、 ゼロガスが適用されてい、 バッ クグラウン ド

イオン化電流が定量化 されます。 基準と なる周囲環境に対する濃度の変化だけを測定する場合は、

ゼロガス と し て新鮮な大気を使用できます。 バッ クグラウン ド 炭化水素蒸気が存在する場合、 MSA 

ではゼロガスエアの使用を推奨し ています。

スパンガス

スパンガス とは、 校正反応曲線の傾き ( 単位濃度当た りの応答 ) を決定するために校正中に使用さ

れる リ フ ァ レンスガスです。

0-2000 ppm PID センサーの場合、 使用できる校正ガスは 100 ppm のイ ソ ブチレンだけです。 

校正の指示については、 第 4.10 " 校正 " 章を参照し て く だ さい。

応答係数

化合物を光イオンでイオン化する と、 イオン化された分子が集ま り、 電流と な り ます。 この反応は、

その分子構造によ って影響を受ける、 特定の化合物の化学的特性です。 反応曲線の傾き (ppm 当た り

のピ コ アンペアで定義されます ) は、 化学物質によ って異な り ます。 与えられたサンプルガスの濃

度を適切にレポー ト するために、 ALTAIR 5X PID は応答係数を使用し ます。 事前にプログラムされた

応答係数のリ ス ト の使用に関する指示は、 第 10 "PID 応答係数テーブル " 章を参照し て く だ さい。

警告

PID 設定を変更する場合、 PID の基本を理解し ている こ とが非常に重要です。 測定し ている VOC ガ

スを適切に特定し ていなかった り、 必要な応答係数および / または正し いラ ンプ と一致する正しい

応答係数アラーム値 ( 暴露、 STEL、 TWA) を選択し ていなかった りする と、 測定値が間違っていた

り、 ア ラームの限界値が間違っていた り し て、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性

があ り ます。

応答係数は、 イ ソ ブチレンに対する検知器の応答と、 サンプルガスに対する検知器の応答の比率で

す。 幅広い種類の物質の応答係数を実験的に決定する こ とができます。 こ う し た応答係数は検知器

にプログラムされます。 校正反応曲線、 およびすべてのプログラムされた応答係数はイ ソ ブチレン

に関係し ている こ とに注意し て く だ さ い。 イ ソ ブチレンには、 応答係数が 1 つあ り ます。

応答係数は、 100ppm でのサンプルガスの応答と イ ソ ブチレンの応答の違いを補正する乗数です。 検

知器が VOC の存在を検知するたびに、 ユーザーが割り当てた ターゲ ッ ト ガスの応答係数を使って、

シグナルを正しい濃度に変換し ます。 これは、 相当する イ ソ ブチレンの応答に、 設定されたサンプ

ルガスの応答係数を乗じ る こ と で変換し ます。 イ ソ ブチレン反応曲線は、 校正のたびに計算されま

す。 

応答係数が既知であれば、 イ ソ ブチレンで校正し た検知器を使用し て、 ターゲ ッ ト ガスの実際の濃

度を計算する こ とができます。 
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応答係数の計算

ターゲ ッ ト の化学物質の応答係数を決定するには、 以下のシンプルな手順を実行するだけです :

(1) イ ソ ブチレンをスパンガス と し て使用し て、 ALTAIR 5X PID を校正する。

(2) 検知器で、 サンプルガスの名前を イ ソ ブチレンに設定し ます。

(3) 既知の濃度のターゲ ッ ト の化学物質を検知器に適用し、 デ ィ スプレ イにレポー ト される濃度
を メ モ し ます。

イ ソ ブチレンに関連する ターゲ ッ ト 化学物質の応答係数 :

例 ：

あるオペレータが、 イ ソ ブチレンで校正されている検知器を使用し ています。 サンプルガスはイ ソ

ブチレンに設定されています。 この検知器をヘキサンのサンプルで使 う と、 デ ィ スプレ イには 100 

ppm と表示されま し た。 ヘキサンの応答係数は 4.5 であるので、 ヘキサンの実際の濃度は、 次のよ

う にな り ます : 

実際のヘキサン 濃度 = 4.5 x 100 ppm = 450 ppm。 

例 ：

検知器がイ ソ ブチレンで校正され、 イ ソ ブチレンがサンプルガス と し て指定されています。 空気中

に 106 ppm のベンゼンをサンプ リ ングする と、 検知器は濃度を 200 ppm である と レポー ト し ます。

この例で、 イ ソ ブチレンに関連するベンゼンの応答係数は、 次のとお り です :

調べてみる と、 応答係数ページでベンゼンがサンプルガス と し て選択されている場合、 検知器は応

答係数と し て 0.53 を使用し ます。 検知器は、 この応答係数を使って、 表示されている濃度をベンゼ

ンの PPM に自動的に補正し ます。 応答係数が 0 ～ 1 である ターゲ ッ ト ガスでは、 検知器のそのガス

に対する検知器応答が、 イ ソ ブチレン と比較し て高 く な り ます。 応答係数が 1 よ り大きい場合、 検

知器のそのガスに対する検知器応答は、 イ ソ ブチレン と比較し て低 く く な り ます。 

警告

イ ソ ブチレンに関連する ターゲ ッ ト 化学物質の PID 応答係数は、 PID ラ ンプを設置し たエネルギー

に応じ て異なるので、 PID 設定中に正しいラ ンプ設定を選択する こ とが重要です。 設定の指示は、

第 4.5 " 検知器設定 " 章を参照し て く だ さい。 この警告を守らないと、 測定値が不正確にな り、 重度

の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

RF ターゲ ッ ト ガス =
実際の既知の濃度

検知器によ ってレポー ト される濃度

RF ベンゼン =
106 ppm 既知の濃度のベンゼン

=0.53
200 ppm レポー ト された値
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3 説明
3.1 概要

検知器は、 周囲空気や作業環境中のガスを監視し ます。

ALTAIR 5X PID は最大で 5 つのセンサーで使用できます。 6 種類の個別のガスを表示できます (1 つ

の Two-Tox センサーで、 CO および H2S または CO および NO2 の両方の検知能力を単一パッ ケージ

で提供し ます )。

ALTAIR 5X PID マルチガス検知器は、 カ ラーデ ィ スプレ イでのみ使用できます。

個別のガスのア ラームレベルは工場設定されてお り、 検知器の設定 メ ニューを通じ て変更できます。

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 これらの変更を行う こ と もできます。 MSA Link ソ フ ト ウ ェ アの最

新バージ ョ ンを MSA のウ ェ ブサイ ト  www.msasafety.com からダウンロー ド し て く だ さ い。 

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを用いて変更を行った後、 検知器の電源を切って、 入れ直すこ と をお勧めし

ます。

検知器は大気中の酸素 30 % までを検出できる一方、 最大 21 % まで酸素の使用が認められています。

図 2 検知器写真

1
LED

2 赤色 " アラーム "、 1 緑色 " 安全 " および 1 黄色 " エラー "
8 IRDA 通信ポー ト

2 ホーン 9 ポンプ入口

3 デ ィ スプレ イ 10 フ ィ ルター

4  ボタ ン 11 RFID タグ

5 q ボタ ン 12 ポー ト の変更

6  ボタ ン 13 充電状態 LED

7 Bluetooth 状態 LED

1 1

2

3

46

5

7

11

8 9

10

12

13
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3.2 検知器ハー ド ウ ェ アイ ン タ フ ェース
検知警報器の操作は、 3 つの機能ボタ ンによ りデ ィ スプレ イからのダイアログによ って行われます 

（ 図 2）。

検知器には、 操作するための 3 つのボタ ンがあ り ます。 各ボタ ンで直接定義されるよ う に、 各ボタ

ンは 「ソ フ ト キー」 と し て機能できます。

ボタ ン定義

通常操作モー ド で  ボタ ン と  ボタ ンを同時に押すと、 パスワー ド を確認し た後に設定モー ド に

入る こ とができます。

LED 定義

ボタ ン 説明

q
q ボタ ンは、 検知器の電源オン / オフまたは操作選択を確認するために使用されま

す。

 

 ボタ ンは、 測定モー ド で次のデータ画面に進む、 あるいは設定モー ド で値を減少す

るために使用されます。 このボタ ンは、 測定 ページから直接、 取り付けられたセン

サーのバンプテス ト を開始するためにも使用されます。 使用者がモーシ ョ ンア ラー ト

設定機能にア クセスする こ とが可能な場合、 このボタ ンを使用し て InstantAlertTM の

ア ラームを有効にできます。

使用者のア クセス許可 / 不許可については、 4.5 " 検知器設定 " 章をご覧 く だ さ い。

 

 ボタ ンは、 測定モー ド でピーク、 STEL TWA およびア ラームを リ セ ッ ト する、 ある

いは校正を行 う ために使用されます。 また、 設定モー ド でページ送り と し て、 あるい

は値を増加させるために使用されます。

LED 説明

赤 （ア ラーム）
赤色ア ラーム LED は、 検知器のア ラーム状況またはあらゆる種類のエラー

の視覚表示です。

緑 （セーフ）

セーフ LED が 15 秒ご とに点滅し、 検知器の電源が入ってお り、 以下のよ う

に定義された条件で起動中である こ と を知らせます : 

• 緑色セーフ LED が有効になっている

• 可燃性ガス測定値が 0 % LEL または 0 % Vol

• 酸素 （O2） 測定値が 20.8 %

• その他すべてのセンサー測定値が 0 ppm

• ガスな し ア ラームが存在する （低または高）

• 検知器にバッ テ リー低下警告またはア ラームが出ていない

• STEL および TWA 測定値が 0 ppm

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 このオプシ ョ ンをオフにする こ とができ

ます。

黄 （エ ラー）

検知器の操作中にいつ く かの障害状態の う ちのいずれかが存在する場合、

エラー LED が点灯し ます。 これには、 以下の障害が含まれます :

• 検知器メ モ リ エ ラー

• センサーが不明または動作不能である と確認されている

• ポンプ障害

これらの障害は、 ア ラーム LED、 ホーン、 およびバイブレーシ ョ ンア ラー

ムの作動によ っても示されます。
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3.3 アラーム
検知器は、 ユーザーの安全性を高めるための複数のア ラームを備えています :

青 （Bluetooth 状態）

青い LED は、 Bluetooth 接続状態を示すために点灯し ます。

• オフ = Bluetooth ボー ド がオフ、 または見つからない

• 高速で点滅 = 発見モー ド

• 低速で点滅 = 接続済み

LED 説明

アイ コ ン ア ラーム

バイブレー

シ ョ ンア ラー

ム

アラーム状態になる と、 検知器が振動し ます。 設定 （設定） - ア ラーム 

オプシ ョ ン （ア ラームオプシ ョ ン） メ ニューを通じ て、 この機能をオ

フにできます （ 4.5 " 検知器設定 " 章）。

ホーン

検知器は、 警報音が装備されています。

SETUP （設定） - ALARM OPTIONS （ア ラームオプシ ョ ン） メ ニューを

通じ て、 ホーンをオフにできます ( 4.5 " 検知器設定 " 章 )。

InstantAlert™ ア

ラーム

MSA 専用独自のイ ンス タ ン ト ア ラー ト に警報音を手動で有効に し て、

付近にいる他の作業者に危険な状況である こ と を警告し ます。 通常測

定モー ド中に  ボタ ンを約 5 秒間イ ンス タ ン ト ア ラー ト ア ラームを起

動し ます。 ユーザー設定によ って、 この機能へのア クセスが制限され

る場合があ り ます。 使用者のア クセス許可 / 不許可については、 4.5 "

検知器設定 " 章をご覧 く だ さい。

MotionAlert™ ア

ラーム

モーシ ョ ンア ラー ト がオンの場合 （4.5 " 検知器設定 " 章を参照）、30 

秒以内に使用者の動作が感知されない場合、 検知警報器は 「マンダウ

ン」 ア ラームを起動し ます。 ア ラーム LED が点滅し、 可聴周波数を上

げながらホーンを鳴ら し ます。 検知器の電源が切られている場合、

モーシ ョ ンア ラー ト 機能は常にオフの状態にな り ます。

ユーザー設定によ って、 この機能へのア クセスが制限される場合があ

り ます。 使用者のア クセス許可 / 不許可については、 4.5 " 検知器設定 "

章をご覧 く だ さい。

ステルスモー

ド

ステルスモー ドは、 光、 音、 バイブレーシ ョ ンのア ラームを無効に し

ます。 MSA は、 この機能をデフ ォル ト の 「オフ」 状態のままにし てお

く こ と をお勧めし ます。 SETUP （設定） - INSTRUMENT OPTIONS （検知

器オプシ ョ ン） メ ニューを通じ て、 ステルスモー ド をオンにする こ と

が可能です （4.5 " 検知器設定 " 章）。 デ ィ スプレーでは、 3 つのすべ

てのア ラームアイ コ ンがオフ と し て表示されます。
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センサー寿命

ア ラーム

検知器は、 校正中にセンサーの状態を評価し ます。

センサーラ イ フが末期に近づ く と、 警告が出されます。 センサーがま

だ完全に機能し ている間、 この警告によ り センサーの交換を計画し、

停止時間を最小限に抑えます。 センサー寿命に近づきながら も交換が

行われていないセンサーが存在する場合、 進行中の操作の間にセン

サーラ イ フ イ ンジケーター  が表示されます。

センサーが寿命に達する と センサー校正はパスできず、 センサーラ イ

フア ラームによ って警告されます。 センサーを交換する、 または校正

にパスするまでセンサー寿命イ ンジケーター  が表示されます。

デ ィ スプレ イでは、 表示されている個々のガスにはセンサー寿命イ ン

ジケーターが付いています。 センサーに寿命警告がある場合、 イ ンジ

ケーターはオレンジ色の  にな り ます。 センサーが寿命に到達する

と、 ア ラームが出され、 センサーラ イ フ イ ンジケーターは点滅し続け

赤色  にな り ます。

センサー寿命の決定と表示の詳細については、 4.10 " 校正 " 章をご覧 く

だ さい。

バッ ク ラ イ ト

ユーザーが設定し た タ イムアウ ト 期間中、 いずれかのフ ロン ト パネル

ボタ ンを押し、 オンのままである場合、 バッ ク ラ イ ト は自動的に起動

し ます。

SETUP （設定） - 機器 MODE （検知器モー ド ） ( 4.5 " 検知器設定 " 章

) または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ てこの期間を変更できます。

操作ビープ音

この操作ビープ音は、 以下の条件の下、 ホーンから ビープ音を鳴ら し、

アラーム LED を点滅させて、 30 秒ご と に作動し ます :

• 操作ビープ音が有効

• 検知器がガス通常測定ページにある

• 検知器にバッ テ リー警告が出ていない

• 検知器にガスア ラームが出ていない。

SETUP （設定） - 機器 OPTIONS （検知器オプシ ョ ン） ( 4.5 " 検知器設

定 " 章 ) または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 操作ビープ音を無効

にできます。

アイ コ ン ア ラーム
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3.4 オンスク リーン イ ンジケーター

図 3 カ ラーデ ィ スプレー

バッ テ リー充電レベルイ ンジケーター

バッ テ リー状態アイ コ ンは、 デ ィ スプレ イの右上隅に継続的に表示されます。 バッ テ リーのバーは

充電レベルを表し ます。

室温での検知器 (COMB、 O2、 CO、 H2S、 および PID センサー ) の公称稼働時間は 12 時間です。 実

際の使用時間は、 周囲温度やア ラーム状態に応じ て変わり ます。

1 " ソ フ ト キー "  イ ンジケーター 8 バイブレーシ ョ ンア ラームオフ

2 ガス測定値 9
ホーンオフまたはバンプテス ト / 校

正合格イ ンジケーター

3 ガス濃度単位 10 LED オフ

4 現在時刻 11 バッ テ リ ー充電レベル

5 MotionAlert 記号オン 12 ガス タ イプ

6 Bluetooth オン 13 " ソ フ ト キー "  イ ンジケーター

7

可燃性ガス タ イプ / VOC ガス タ イ

プ代替

( 数秒毎に各タ イ プを表示 )

14  センサー寿命イ ンジケーター

1

2

3
4

6 7 8 9 10

13

14

12

115
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バッ テ リー残量低下警告

警告

検知器の使用中にバッ テ リー警告ア ラームが作動し た場合は、 バッ テ リ寿命の終わりが近づいてい

るので、 すぐにそのエ リ アから離れて く だ さ い。 この警告に従わないと、 重度の身体傷害を引き起

こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

図 4 バッ テ リー警告

バッ テ リー残量低下警告中の残り使用時間は、 周囲温度、 バッ テ リー状態ア ラーム状況に左右され

ます。 公称バッ テ リー寿命は、 バッ テ リー警告が作動し てから 30-60 分程度です。

検知器にバッ テ リ ー残量低下警告が発生する と :

• バッ テ リー寿命イ ンジケーターが継続的に点滅し ます

• ア ラームが鳴り、 アラーム LED が 30 秒ご とに点滅し ます

• セーフ LED はも う点滅し ません

• 検知器は、 電源を切るかバッ テ リ ーのシ ャ ッ ト ダウンが起こ るまで動作し続けます。

バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウン

警告

バッ テ リーア ラームが表示された場合、 危険の可能性を示すのに十分な動力がも う な く 、 安全に関

し て本製品を頼り に し ている人が重度の人身傷害を被った り、 死亡する可能性があるため、 検知器

の使用を停止し て く だ さ い。

最終シ ャ ッ ト ダウン （バッ テ リーが検知器を も う動かすこ とができない） の 60 秒前に、 検知器は

バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウンモー ド にな り ます :

• 画面に 「BATTERY ア ラーム」 （バッ テ リーア ラーム） が点滅し ます

• ア ラームが鳴り ます

• ア ラーム LED が点滅し ます

• 障害 LED が点灯し ます

• 他のページを表示できません。 約 1 分後、 検知器の電源が自動的に切れます。

図 5 バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウン
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バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウン状態が生じ る と ( 図 のよ う に 5):

(4) その場所を直ちに離れて く だ さい。

(5) バッ テ リーパッ ク を再充電または交換し て く だ さ い。 

バッ テ リーの充電

警告

爆発の危険性 : 危険な場所で検知器の再充電を行わないで く だ さい。

警告

検知器附属のチャージ ャー以外のチャージ ャーを使用する と、 バッ テ リーに損傷を与えた り、 不適

切な充電を行 う 可能性があ り ます。

チャージ ャーは、 完全に使い果た されたバッ テ リーパッ ク を通常の室温環境で 6 時間以内に充電す

る こ とが可能です。

• 検知器を充電する最低温度及び最高温度は、 それぞれ 10 °C (50 °F) および 35 °C (95 °F) で

す。

• 室温 23 °C (73 °F) が最適な充電環境です。

検知器を充電するには

• 検知器背面の充電ポー ト にチャージ ャーコネク タ を し っかり と差し込んで く だ さ い。

• バッ テ リーパッ クの LED は、 充電状況の表示に使用されます。 

赤 = 充電中、 緑 = 充電済み、 黄 = 障害

• 充電中に問題を検出し た場合 （LED が黄に変わる） :

チャージ ャーを一時的に外し、 充電サイ クルを リ セ ッ ト し ます。

• 検知器から切り離し て、 バッ テ リ ーパッ ク を充電できます。

• 不使用期間中、 チャージ ャーを検知器 / バッ テ リーパッ クに接続し たままにできます。

オース ト ラ リ ア / ニュージーラ ン ドのでの使用について : 充電ク レー ド ルはク ラス A 

製品です。 家庭環境では、 本製品が電波障害を引き起こす可能性があ り ます。 この場

合、 ユーザーは適切な対策を講じ る こ とが求められます。

充電を行う 前に、 非常に高温または低温の装置を安定化させるために 1 時間、 室温で

放置し て く だ さ い。

検知器を操作するには、 チャージ ャーを外す必要があ り ます。
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3.5 追加ページの表示
検知器の電源投入時に、 メ イ ン画面が表示されます。

「ソ フ ト キー」 に示されるよ う に画面を移動するため、  ボタ ン を押し て追加デ ィ スプレ イ を表示

できます。

ページの順番は以下の説明のと お り です :

ピーク * MIN

STEL * 1

TWA * 1

バンプテスト ?

日付 

最終校
正日付 *校正期日 *

モーションア
ラート状態 *

メイン
測定ページ

を押して進める

を押
して進める

* 有効な場合

 1   すべてのセンサーに無効

* 1

ディスカバ
リーモード*

VOC ガスを
変更

しますか*？
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バンプテス ト  （バンプページ）

このページによ り、 検知器で自動バンプテス ト を行 う こ とが可能です。 テス ト を行 う には、 （YES） ボタ

ンを押し ます。 バンプテス ト の実施に関する詳細については、 4.9 "Bump Test" 章をご覧 く だ さい。

  ボ タ ンを押すと、 バンプテス ト は行われず、 デ ィ スプレ イは次の順番のページ （PEAK） を表示し ま

す。

 ボタ ン を押すと、 バンプテス ト は行われず、 デ ィ スプレ イは通常の MEASURE ページに戻り ます。

このページは、 電源投入し てから、 またはピーク測定値を リ セ ッ ト し てから検知器で記録されたガ

スの最高濃度を示し ます。

ピーク測定値を リ セ ッ ト するには :

(1) PEAK ページにア クセス し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

このページは、 電源がオンに されてから、 または MIN 測定値がリ セ ッ ト されてから検知器が記録し

た酸素の最低濃度を示し ます。 酸素センサーが取り付けられ、 有効な場合に限り、 表示されます。

最小測定値を リ セ ッ ト するには :

(1) MIN ページにア クセス し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

警告

STEL ア ラームが作動し ている場合、 汚染されている場所から直ちに離れて く だ さい。 周囲のガス濃

度が事前に設定されている STEL アラームレベルに達し ています。 この警告に従わないと、 有毒ガ

スへの過剰暴露を生じ、 安全について本製品を頼り に し ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死

に至る可能性があ り ます。

このページは、 15 分の期間にわたる平均暴露量を示し ます。

検知器で検出されたガスの量が STEL の限度以上である場合 :

• ア ラームが鳴り、 アラームラ イ ト が点滅し ます。

• ア ラーム LED が点滅し ます

• 「STEL アラーム」 メ ッ セージが点滅し ます。

STEL を リ セ ッ ト するには :

(3) STEL ページにア クセス し ます。

(4)  ボタ ンを押し ます。

STEL ア ラームは、 15 分間の暴露で計算されます。

ピーク測定値 （PEAK ページ）

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 このページを無効にできます。

最小測定値 （MIN ページ）

短時間暴露限界 （STEL ページ）
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STEL 計算例 :

検知器は少な く と も 15 分間動作し ていた と仮定し ます :

35ppm の 15 分曝露 :

35ppm の 10 分曝露および 5ppm の 15 分曝露 :

警告

TWA ア ラームが作動し ている場合、 汚染されている場所から直ちに離れて く だ さい。 周囲のガス濃

度が事前に設定されている TWA ア ラームレベルに達し ています。 この警告に従わないと、 有毒ガス

への過剰暴露を生じ、 安全について本製品を頼り に し ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死に

至る可能性があ り ます。

このページは、 検知器の電源がオンに されてから、 または TWA 測定値を リ セ ッ ト し てから 8 時間に

わたる平均曝露を示し ます。 検出されたガスの量が 8 時間 TWA 限度以上である場合 :

• ア ラームが鳴り ます

• ア ラーム LED が点滅し ます

• 「TWA ア ラーム」 メ ッ セージが点滅し ます。

TWA 測定値を リ セ ッ ト するには :

(5) TWA ページにア クセス し ます。

(6)  ボタ ンを押し ます。

TWA ア ラームは、 8 時間の暴露で計算されます。

TWA 計算例 :

50ppm の 1 時間曝露 :

50ppm の 4 時間曝露および 100ppm の 4 時間曝露 :

(15 分 x 35 ppm)
 = 35 ppm

15 分

(10 分 x 35 ppm) + (5 分 x 5 ppm)
 = 25 ppm

15 分

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 このページを無効にできます。

時間加重平均 （TWA ページ）

(1 時間 x 50 ppm) + (7 時間 x 0 ppm)
 = 6.25 ppm

8 時間

(4 時間 x 50 ppm) + (4 時間 x 100 ppm)
 = 75 ppm

8 時間
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100ppm の 12 時間曝露 :

日付表示

現在日付は、 MM-DD-YY。

最新校正ページ

検知器が最後に合格し た校正日付を次の形式で表示し ます : MM-DD-YY。 MSA Link ソ フ ト ウ ェ アま

たは SETUP （設定） - CAL OPTIONS （校正オプシ ョ ン） ページを通じ て、 このページを無効にでき

ます。

校正期日ページ

検知器の次の校正の期日までの日数を表示し ます （ユーザー選択可能）。 MSA Link ソ フ ト ウ ェ アま

たは SETUP （設定） - CAL OPTIONS （校正オプシ ョ ン） ページを通じ て、 このページを無効にでき

ます。

デ ィ スカバリーモー ド ページ 

他の検知器とペア リ ングするために、 検知器を Bluetooth デ ィ スカバリ ーモー ド にする こ とができま

す。 SETUP （設定） - CAL OPTIONS （校正オプシ ョ ン） ページを通じ て、 このページを無効にでき

ます。

VOC ガスを変更し ますか？ページ

このページは、 セクシ ョ ン 4.5 " 検知器設定 " で説明し ているよ う に、 ｢メ ニュー起動｣機能がオンの

と きに選択できます。 このページには、 10 のよ く 使 う PID ガス、 すべてのガスのリ ス ト およびカス

タムガス リ ス ト があ り ます。 この画面の例を下記に示し ます :

動作ア ラー ト 有効化ページ

モーシ ョ ンア ラー ト 機能が有効な場合、 + 記号が表示されます。 使用者の動きが 20 秒間検知されな

い場合、 検知器はプ リ ア ラーム状態に入り ます。 検知器を動かする こ と で、 この状態を解除する こ

とができます。 検知器の電源を切るたびにモーシ ョ ンア ラー ト はオフにな り ます。 30 秒全 く 動きが

感知されない場合、 完全モーシ ョ ンア ラー ト 状態に入り ア ラームを鳴ら し ます。  ボタ ンを押すこ

と でのみ、 このアラームを解除できます。 設定モー ド で選択された場合、 このページが表示されま

す。 モーシ ョ ンアラー ト 機能を有効化または無効にするには、 MOTIONALERT ACTIVATION ページ

が表示されている間に  ボタ ンを押し ます。

(12 時間 x 100 ppm)
 = 150 ppm

8 時間

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 このページを無効にできます。
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3.6 センサー不明アラーム
有効化された PID および XCell センサーの適切な機能状態のは、 継続的にモニ タ リ ングされます。

操作中に PID または XCell センサーが、 エラーし ているか外れている と検出される と、 このア ラー

ム メ ッ セージが表示されます。

• 画面に 「SENSOR MISSING」 （センサー不明） が点滅し ます。

• 問題のあるセンサーが示されます。

• ア ラームが鳴り、 障害 LED と ア ラーム LED が点滅し ます。

•  ボタ ンを押すこ と で、 ア ラームを消音できます。 他のページを表示できません。

警告

このア ラームが発生する と、 検知器はガスを測定できません。 ユーザーはただちに危険な領域から

出て、 検知器をオフに し て、 センサーの状況を訂正する必要があ り ます。

3.7 有毒ガスのモニ タ リ ング
検知器は、 周囲空気中のさ まざまな有毒ガスの濃度をモニ タ リ ングできます。 どの有毒ガスがモニ

タ リ ング されるかは、 設置されているセンサーよ り ます。 

検知器は、 ガス濃度を 100 万分の 1 (ppm)、 mol/mol または mg/m3 で、 測定ページに表示し ます。 ガ

スの単位は、 SETUP （設定） - 機器 OPTIONS （検知器オプシ ョ ン） ページで選択し ます。

警告

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。 そのよ う

な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

検知器には、 以下の 4 種類のガスアラームがあ り ます :

• 高ア ラーム

• 低ア ラーム

• STEL ア ラーム

• TWA アラーム

図 6 ア ラーム状況 （こ こでは高ア ラーム）

検知器の一酸化炭素チャ ンネルには、 内部フ ィ ルタ ― が装備されています。 このフ ィ ルタ ― の目

的は、 校正ガス、 イ ソ ブチレンを含めて、 CO センサーを酸性ガス (H2S、 SO2 など ) や、 検知器で

測定し よ う と し ている炭化水素から保護する こ と です。 通常の使用では、 検知器の校正またはバン

プテス ト の干渉シグナルは CO チャ ンネルでは観察されません。 ただ し、 特定の炭化水素への大量

の暴露 ( 長い暴露時間または高い濃度 ) がある と、 フ ィ ルタ ― が劣化し た り、 CO チャ ンネルにシ

グナルが現れる こ とがあ り ます。 
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通常の操作で、 炭化水素への暴露が終わった後、 フ ィ ルタ ― は CO チャ ンネルでシグナルを発生さ

せない速度で吸収し た炭化水素を放出するよ う に設計されています。 ただ し、 ユニ ッ ト が高温 

(>40°C) に曝される と、 この脱離速度が速 く な り、 前に吸収し た炭化水素のガス放出によ り、 スプ

リ アスシグナルが CO チャ ンネルで観察される こ とがあ り ます。 通常、 CO センサーは 24 時間以内

に回復し ますが、 極端に高い暴露の後ではこの時間が長 く な り ます。 回復期間の跡、 CO センサー

を校正できないか、 ゼロ校正でゼロにできない測定値の上昇があるなら、 CO センサーを交換する

必要があ り ます。

警告

VOC のレベルが、 極端に高いと、 CO センサーにア ラームが送信され、 センサーがリ カバーできな

いか、 リ カバリ期間が非常に長 く な り ます。

 センサーを設置する場合は、 センサーの性能に与える衝撃の影響も考慮し て く だ さい。

ガス濃度が、 ア ラーム設定値、 STEL、 TWA 限度に達するか、 超えているなら :

• 対応するガス濃度との組み合わせで、 アラーム メ ッ セージが表示され、 点滅し ます

• バッ ク ラ イ ト が点灯

• ア ラームが鳴り ます （有効な場合）

• ア ラーム LED が点滅し ます （有効な場合）

• バイブレーシ ョ ンアラームが作動し ます （有効な場合）

3.8 酸素濃度のモニ タ リ ング
検知器は、 周囲空気中の酸素濃度をモニ タ リ ングし ます。 以下の 2 種類の異なる条件でア ラーム設

定値を設定できます :

• 過剰 - 酸素濃度 > 20.8% または 

• 不足 - 酸素濃度 < 19.5%。

検知器は大気中の酸素 30% までを検出でき る一方、 最大 21% まで酸素の使用が認められています。

警告

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。

そのよ う な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

ア ラーム設定値が上記条件のいずれかに達し た場合 :

• 対応するガス濃度との組み合わせで、 アラーム メ ッ セージが表示され、 点滅し ます

• バッ ク ラ イ ト が点灯

• ア ラームが鳴り ます （有効な場合）

• ア ラーム LED が点滅し ます （有効な場合）

• バイブレーシ ョ ンアラームが作動し ます （有効な場合）

LOW ア ラーム （酸素不足） は固定され、 酸素 [O2] 　 濃度が LOW 設定値以上になっても自動的に リ

セ ッ ト されません。 ア ラームを リ セ ッ ト するには、  ボタ ンを押し ます。 ア ラームが固定されてい

る場合、  ボタ ンを押すこ とによ り、 5 秒間アラームを消音する こ とができます。 MSA Link ソ フ ト

ウ ェ アを通じ て、 ア ラームの固定または解除を行 う こ とができます。

大気圧 （高度） の変化、 湿度、 または周囲温度の極端な変動によ って、 誤った酸素ア ラームが発生

する可能性があ り ます。

使用温度および使用圧力で酸素校正を行 う こ と をお勧めし ます。 校正を行 う 前に検知器を組成が分

かっている新鮮な空気中に置いてお く よ う にご注意 く だ さ い。
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3.9 可燃性ガスのモニ タ リ ング
検知器は、 最高 100 % LEL までのさ まざまな可燃性ガスを検出し、 %LEL または %CH4 のいずれかの

測定値を表示する触媒可燃性センサーを備える こ とができます。 

警告

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。 そのよ う

な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

触媒可燃性センサーには、 次の 2 つのア ラーム設定値があ り ます :

• 高ア ラーム

• 低ア ラーム

ガス濃度がア ラーム設定値に達するか超える と、 検知器は以下の動作を行います ：

• 対応するガス濃度との組み合わせで、 アラーム メ ッ セージが表示され、 点滅し ます :

• バッ ク ラ イ ト が点灯

• ア ラームが鳴り ます （有効な場合）

• ア ラーム LED が点滅し ます （有効な場合）

100 % LEL のガス曝露

ガス測定値が 100 % の爆発下限界濃度 [LEL] を超える場合、触媒可燃性センサーはロ ッ ク アラーム状

態に入り、 実測値に 「XXX」 を表示し ます。

警告

「XXX」 の可燃性ガス測定値は、 大気の LEL が 100 % 以上、 またはメ タ ン (CH4) が 5.00 % vol であ り、

爆発の危険がある こ と を示し ます。 汚染された領域から直ちに離れて く だ さい。

検知器の電源を切り、 その後、 新鮮な空気環境で電源を入れる こ と こ と によ り ロ ッ クア ラーム状態

を解除できます。 触媒可燃性ガス測定値の数字が表示される と、 検知器は再びガスを測定する こ と

ができます。

100% LEL に関する国内基準値をご確認 く だ さい。
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3.10 VOC ガスのモニ タ リ ング
この検知器には、 さ まざまな VOC ガスを検知でき る PID センサーが装備されています。 検知器は、

ガス濃度を 100 万分の 1 (ppm)、 µmol/mol または mg/m3 で、 測定ページに表示し ます。

警告

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。

そのよ う な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

検知器には、 以下の 4 種類のガスアラームがあ り ます :

• 高ア ラーム

• 低ア ラーム

• STEL ア ラーム

• TWA アラーム

ガス濃度が、 ア ラーム設定値、 STEL、 TWA 限度に達するか、 超えているなら :

• 対応するガス濃度との組み合わせで、 アラーム メ ッ セージが表示され、 点滅し ます

• バッ ク ラ イ ト が点灯

• ア ラームが鳴り ます （有効な場合）

• ア ラーム LED が点滅し ます （有効な場合）

• バイブレーシ ョ ンアラームが作動し ます （有効な場合）

ア ラームを リ セ ッ ト するには、  ボタ ン を押し ます。

大気圧 （高度） の変化、 湿度、 または周囲温度の極端な変動によ って、 誤った VOC ア ラームが発生

する可能性があ り ます。  

使用の温度、 湿度および圧力で VOC 校正を行 う こ と をお勧めし ます。

校正を行 う前に検知器を組成が分かっている新鮮な空気中に置いてお く よ う にご注意 く だ さ い。 ラ

ンプのス ト ラ イ ク を最適にするには、 PID ラ ンプを通常の温度範囲で始動させる必要があ り ます。

検知器を乾燥し空調された環境で校正し、 屋外の高い温度や湿度に移動させる と、 こ

の突然の変化で、 VOC 低または高 ア ラームが ト リ ガ される こ とがあ り ます。 この移動

の前に PID センサーを ク リ ア し て この状況を避けるか、 既知の安全なエ リ アでセン

サーを屋外の条件に適応させます。
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3.11 電流応答係数の表示
電流応答係数 (RF) は、 検知器の起動時に、 PID ラ ンプ ポテンシ ャル (eV 値 )、 センサー範囲および 

VOC ガス タ イプ と共に表示されます。  

操作中、 RF は複数のメ ニューから表示できます。 ｢メ ニュー起動｣オプシ ョ ンが有効であれば、 メ イ

ン測定ページで  ボタ ンを使っ て、 メ ニューオプシ ョ ンをス ク ロールし、 ｢ VOC ガスを変更し ます

か？｣で｢はい｣を選択し ます。 このページでいずれかのガスを選択する と、 8 文字のガス名、 応答係

数、 VOC ガスの最大値および高電流および低電流のア ラーム値が表示されます。

最大値は、 センサー範囲に RF を乗じ て計算されます。 た と えば、 ヘキサンの最大値は 2000 *4.5 = 

9000 ppm と な り ます。 最大値は 9999 ppm を超える こ とはあ り ません。

8 文字のガス名およびすべての VOC ガスの応答係数の完全な リ ス ト は第 10 "PID 応答係数テーブル

" 章にあ り ます。

VOC 低および高ア ラームを適用される RF に応じ た値に変更する こ とはユーザーの責

任です。 ア ラーム限度の選択は、 必ず、 本製品を使用する作業場所について、 本製品

やその制限に習熟し ている資格がある安全専門家が慎重に評価し た う えで、 その指示

の下で行って く だ さい。
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4 操作
検知警報器の操作は、 3 つの機能ボタ ンによ りデ ィ スプレ イからのダイアログによ って行われます 

（ 図 2 " 検知器写真 "）。

詳細情報は、 11 " フ ローチャー ト " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さ い。

4.1 環境要因
圧力、 湿度、 温度の変化を含むさ まざまな環境要因がガスセンサー測定値に影響を及ぼす可能性が

あ り ます。 圧力と湿度の変化は、 雰囲気中に実際に存在する酸素量に影響を及ぼし ます。

圧力変動

圧力が急速に変動する場合 ( 例、 エアロ ッ クのステ ッ ピング )、 酸素センサーの測定値は一時的に変

動し、 検知器にアラームを引き起こす可能性があ り ます。 酸素の割合が 20.8 Vol % 近 く で維持される

間、 著しい割合で全体圧力が下がる と大気中に存在する呼吸のために必要な総酸素量が危険な状況

になる可能性があ り ます。

湿度変動

湿度が急激に変動する場合 （例 ： 乾燥し空調された環境から屋外の湿気をたっぷり と含んだ空気中

に移動する）、 空気の変位酸素中の水蒸気によ って酸素測定値が最高 0.5 % 低下する可能性があ り ま

す。 

酸素センサーには、 酸素測定値に対する湿度変動の影響を減らすための特殊フ ィ ルターが付いてい

ます。 これは、 即効で影響を与える訳ではな く 、 数時間に亘っ て酸素測定値にゆっ く り と影響を及

ぼし ます。

温度変動

センサーには温度補正機能が内蔵されています。 しかし、 温度が劇的に変わる と、 センサー測定値

が変わる可能性があ り ます。

湿度および温度の組み合わせた変化

検知器を乾燥し空調された環境で校正し、 屋外の高い温度や湿度に移動させる と、 この突然の変化

で、 VOC 低または高 ア ラームが ト リ ガ される こ とがあ り ます。 この移動の前に PID センサーを ク リ

ア し て この状況を避けるか、 既知の安全なエ リ アでセンサーを屋外の条件に適応させます。

4.2 電源投入およびフ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プ
検知警報器の操作は、 3 つの機能ボタ ンによ りデ ィ スプレ イからのダイアログによ って行われます 

（ 図 2 " 検知器写真 "）。

詳細情報は、 11 " フ ローチャー ト " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さ い。

q ボタ ンで検知器の電源を入れます。

検知器が自己診断を行います :

自己テス ト 中、 検知器はア ラーム LED、 警報音、 バイブレーシ ョ ンア ラームおよび設置し ているセ

ンサーを確認し ます。 

検知器は以下の内容を表示し ます : 

• 起動ロゴ

• ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン、 検知器シ リ アル番号、 会社名、 部門、 およびユーザー名

•  IC / FCC ID 識別子

• サンプ リ ングシステム安全性試験

起動シーケンス中、 前回の検知器操作からセンサーを変更し た場合、 設置されているセンサーの現

在のリ ス ト とユーザーイ ン タ ラ クシ ョ ンが必要です。

 ボタ ンを押し、 新しい構成を承認する必要があ り ます。
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現在のセンサー構成を承認し ないと、 検知器は警報を発し、 使用できません。

• FCC 識別ページ

• 可燃性ガス タ イプ、 および設置済みセンサーの識別

• VOC ガス タ イ プ、 ラ ンプ値、 検出可能範囲および応答係数

• ア ラーム設定値低アラーム

• ア ラーム設定値高アラーム

• ア ラーム設定値 STEL ア ラーム （有効な場合）

• ア ラーム設定値 TWA ア ラーム （有効な場合）

• 構成シ リ ンダの設定値

• 現在の日付

• 最新校正日付 （有効な場合）

• 校正期日。 この機能が有効な場合、 検知器デ ィ スプレ イに メ ッ セージ 「CALDUE; X DAYS」 が表

示されます。 

• センサーウォームア ッ プ期間

• フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ン （有効な場合）。

メ イ ン測定ページが表示されます。

デ ィ スプレ イ上の  イ ンジケーターは、 センサーがその寿命に近づいている、 または到達し たこ と

を意味し ます。 センサー寿命ア ラームの状況に関する詳細については、 3.3 " ア ラーム " 章をご覧 く

だ さ い。

11.1 " 基本操作 " 章のフ ローチャー ト を参照し て く だ さ い。

サンプ リ ングシステム安全性試験

起動時に、 ア ラーム （光、 音、 バイプレーシ ョ ン） が出され、 30 秒以内に検知器のポンプ / サンプ

リ ングシステムを塞ぐ よ う 促されされます。

検知器がポンプの流れが塞がれている こ と を検知する と合格メ ッ セージが表示され、 起動シーケン

スが再開されます。 起動シーケンスが再開されます。

ポンプの流れが塞がれている こ と を検知器が検出し ないと、 エ ラー メ ッ セージが表示されます。

 ボタ ンを押し て このメ ッ セージを確認し た後、 検知器の電源が切れます。

そのよ う にならない場合はサンプ リ ングシステムを確認し、 必要に応じ て MSA にお問い合わせ く だ

さい。

操作中いつでもサンプ リ ングシステムを塞ぐ こ とによ り ポンプア ラームを発生させてサンプ リ ング

システムの運転を確認できます。

警告

流れが塞がれた と きにポンプア ラームが作動し ない限り、 ポンプ、 サンプルラ イ ン、 またはプロー

ブを使用し ないで く だ さ い。 ア ラームが出ないとい うのは、 サンプルをセンサーに引き込むこ とが

できないこ との目安であって、 不正確な測定値を生じ る可能性があ り ます。 上記の指示に従わない

と、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。 サンプルラ イ ンの末端を液体

の表面に触れさせた り、 沈ませた り し ないで く だ さ い。 液体が検知警報器に引き込まれる と不正確

な測定値を表示し、 検知警報器が損傷を受ける可能性があ り ます。 そのよ う なこ との発生を防止す

るため、 ガスを透過するが、 水を透過し ない特殊メ ンブレン フ ィ ルターを含む 　 MSA サンプルプ

ローブを使用する こ と をお勧めし ます。

• X = 校正の期限までの日数、 1 ～ 180 日に設定可能。

校正の期限までの日数が 0 に達する と ア ラー ト が出され、 「CAL DUE, NOW」 が表示されます。

• π ボタ ンを押し、 ア ラー ト を消去し ます
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検知器電源投入時にフ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プ (FAS)
フ レ ッ シ ュエアセ ッ ト ア ッ プ (Fresh Air Setup [FAS]) は、 検知器の自動ゼロ点校正のためのもので

す。 

FAS には限界値があ り ます。 危険濃度のガスが存在する場合、 検知器は FAS コマン ド を無視し、 検

知器ア ラームが作動し ます。

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アによ って、 検知器電源投入時に FAS を行 う機能を無効にできます。

警告

新鮮で汚染されていない空気ないにいる こ と を確認せずに、 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プを起動さ

せないで く だ さい。 これに従って頂かない場合、 不正確な測定値が生じ、 危険な周辺空気を安全だ

と誤って表示する可能性があ り ます。 周囲の空気の品質に関し て疑いがある場合、 フ レ ッ シュ エア

セ ッ ト ア ッ プ機能を使用し ないで く だ さい。 毎日の校正チ ェ ッ クの代わり と し て、 フ レ ッ シュ エア

セ ッ ト ア ッ プを使用し ないで く だ さい。 スパン精度を検証するため、 校正チ ェ ッ クが必要です。 こ

の警告に従わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

図 7 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ 

検知器は点滅する 「FRESH AIR SETUP?」 （フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ ?） を表示し、 フ レ ッ シュ

エアセ ッ ト ア ッ プを行 う よ う 促し ます :

(7)  ボタ ンを押すと、 フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プをスキ ッ プ し ます。

フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プがスキ ッ プ され、 検知器は測定ページ （メ イ ンページ） に進
みます。

(8)  ボタ ンを押すし フ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プを行います。

検知器は FAS シーケンスを開始し、 FAS 画面が表示されます。

プログレスバーは、 FAS のどの く らいが完了し たかを示し ます。

FAS の終了時、 検知器は 「FRESH AIR SETUP PASS」 （フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プ合
格） または 「FRESH AIR SETUP FAIL」 （フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ失敗） のどち ら
かを表示し ます。

FAS に失敗し た場合、 ゼロ校正を行います （ 4.10 " 校正 " 章）。
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4.3 酸素センサーの特別な検討事項
以下の状況下では、 センサー 「ク ッ クダウン」 が行われるために検知器電源投入時に最長 30 分間、

酸素センサーデ ィ スプレー測定値が抑制される こ とがあ り ます。

以下の場合に、 このこ とが起きます :

• 酸素センサーを取り付けた と こ ろだった

• 著し く 放電するまでバッ テ リーパッ ク を放っておいた

• 検知器からバッ テ リ ーパッ ク を取り外し た。

この期間、 デ ィ スプレ イの酸素センサー数値には 「PLEASE WAIT」 （お待ち く だ さい） と表示されま

す。 このメ ッ セージが表示される と、 検知器は次の操作に応答できません :

• フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ

• 校正

• バンプテス ト 手順。

数値の酸素測定値が表示される と、 FAS、 校正、 またはバンプテス ト 手順を行う こ とができます。

4.4 測定モー ド [ 通常操作 ]
測定画面から以下のオプシ ョ ンページを実行できます :

* MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 これらのページの表示を無効にできます

詳細情報については、 12 " 変更可能な機能の概要 " 章をご覧 く だ さい。

バンプページ
このページによ って、 ユーザーは取り付けられたセンサーのバンプテ

ス ト を行 う こ とが可能です

ピーク ページ * このページは、 すべてのセンサーのピーク測定値を示し ます。

Min ページ このページは、 酸素センサーの最小測定値を示し ます。

STEL ページ * このページは、 検知器の STEL 計算値を示し ます。

TWA ページ * このページは、 検知器の TWA 計算値を示し ます。

日付ページ このページは、 検知器の実際の日付設定値を示し ます。

最新校正日付 このページは、 最新校正の日付を示し ます。

校正期日 * このページは、 次の校正の設定日付を示し ます。

VOC ガスを変

更し ますか？
このページでは、 VOC ガス タ イ プを変更できます

デ ィ スカバリ ー

モー ド

このページでは、 他の検知器とペア リ ングするために、 検知器を 

Bluetooth デ ィ スカバリ ーモー ド にする こ とができます。

動作アラー ト  このページによ って、 動作ア ラー ト 機能を有効または無効にできます。
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4.5 検知器設定
検知器は、 直接的なボタ ン イ ン タ フ ェ ースを通じ て以下のバラ メ ータのア クセスおよび修正ができ

ます :

• 校正オプシ ョ ン

• ア ラーム オプシ ョ ン

• 検知器オプシ ョ ン

パスワー ド を入力するよ う に指示されるまで  と  ボタ ンを同時に長押しする こ と で測定ページ

のみから これらのメ ニューにア クセスできます。

操作は以下のとお り です :

(1) 検知器の電源を入れ、 測定ページが表示されるまで待ちます。

(2) 約 5 秒間  と  ボタ ンを同時に長押し し ます。

a) デフ ォル ト パスワー ドは 「672」 です。

(3)  または  ボタ ンを押すこ と で 1 桁目を入力し、 q? ボタ ンで確定し ます。

カーソルが 2 桁目にジ ャ ンプ し ます。

(4) 2 桁目のほかに 3 桁目も入力し ます。

誤ったパスワー ド : 検知器はメ イ ンページに戻り ます。

正しいパスワー ド : ユーザーは、 設定モー ド に入る こ とができます。

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 PC でパスワー ド を変更できます。 パスワー ド を忘れた場合、

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを使用し て、 リ セ ッ ト する こ とができます。 MSA カス タ マーサービスに問い

合わせて く だ さい。  と  ボタ ンを押すこ と で、 以下のオプシ ョ ン を利用できます :

• 校正オプシ ョ ン -  " 校正設定 " 章を参照

• ア ラームオプシ ョ ン -  " ア ラーム設定 " 章を参照

• 検知器オプシ ョ ン -  " 検知器オプシ ョ ン " 章を参照

校正設定

校正オプシ ョ ン メ ニューによ り下記を行 う こ とが可能です : 

• 校正シ リ ンダ設定値の修正 （CYLINDER SETUP）

• 校正期日の有効化 / 無効化と日数の設定 （CAL DUE OPTIONS）

• 電源がオンに された際に最終校正日付を表示するオプシ ョ ンの有効化 / 無効化 

（LAST CAL DATE）

有効であれば、 電源投入処理中に最後の検知器の校正の日付が表示されます。

• パスワー ド 保護された校正のオプシ ョ ンの有効化 / 無効化 （CAL PASSWORD）

有効であれば、 校正する前に検知器の設定パスワー ドの入力が必要です。

パスワー ド

000

校正オプシ ョ ン
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ボタ ン操作 :

•  ボタ ンを押すと次のページに移動

 ボタ ンを押すと前のページに移動

q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

校正シ リ ンダの設定 

このオプシ ョ ンは、 スパン校正ダイアログと同様のダイアログです。

デ ィ スプレーには、 すべての有効なセンサーが表示されます。

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

最初の校正シ リ ンダの画面が表示されます。

(2) 押す

 または  ボタ ンで値を変更し ます。

q ボタ ンを押し、 設定を確定し ます。

この確認によ って、 検知器は次のシ リ ンダ設定値に自動的に移動し ます。

(3) すべての必要なガス値に と って必要な設定値を変更するシーケンスを繰り返し ます。

最後の設定を行った後、 検知器は校正オプシ ョ ン メ ニューに戻り ます。

校正期日オプシ ョ ンの設定

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

(2)  または  ボタ ンを押し、 このオプシ ョ ン を有効または無効に し ます。

(3) q ボタ ンを押し、 確定し ます。

(4) 確認後、 検知器は、 ユーザーに リ マイ ンダー用の日数を入力するよ う に指示し ます。

(5)  または  ボタ ンを押すこ と で、 日数を変更し ます。

(6) q ボタ ンを押し、 次のメ ニューに移動し ます。

最新校正日付の設定

(1) q または p ボタ ンを押し、 このオプシ ョ ンを有効または無効に し ます。

(2)  ボタ ンを押し、 次のメ ニューに移動し ます。

(3)  ボタ ンを押し、 前のページに移動し ます。

校正パスワー ド の設定

(1) q または p ボタ ンを押し、 このオプシ ョ ンを有効または無効に し ます。

(2)  ボタ ンを押し、 次のメ ニューに移動し ます。

(3)  ボタ ンを押し、 前のページに移動し ます。

メ イ ン メ ニューに戻る

(1) q ボタ ンを押し、 検知器設定メ ニューに移動し ます

校正オプシ ョ ン画面が表示されます

(2)  ボタ ンを押し て次の [ ア ラームオプシ ョ ン ] に移動するまたは、  ボタ ンを押し て設定メ
ニューから出ます。

0-2000 ppm PID センサーで使用でき る校正ガスは、 空気中でバラ ンスがとれている 

100 ppm イ ソ ブチレンだけです。 これよ り高い濃度では、 CO センサーの測定値が正し

く な く な り ます。
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アラーム設定

ア ラームオプシ ョ ン メ ニューに下記の実行が可能です : 

• バイブレーシ ョ ンアラームを有効 / 無効にする

• 警報音 （ホーン） を有効 / 無効にする

• ア ラーム LED を有効 / 無効にする 

• MOTIONALERT SELECTION ページを有効 / 無効にする。

無効であれば、 検知器の MotionAlert 設定を変更する こ とはできません。

• センサーア ラームを設定する。

押す 

•  ボタ ンを押すと次のページに移動

 ボタ ンを押すと前のページに移動

q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

バイブレーシ ョ ン ア ラーム : の設定

q または p ボタ ン を押し、 このオプシ ョ ンを有効または無効に し ます。

ホーン アラームの設定

q ボタ ンを押し、 このオプシ ョ ンを有効または無効に し ます。

LED ア ラームの設定

q ボタ ンを押し、 このオプシ ョ ンを有効または無効に し ます。

MotionAlert ア クセスの設定

このパラ メ ータ を設定する こ と で、 ユーザーは、 測定ページから MOTIONALERT ページにア クセス

できるよ う にな り ます。

こ こ でア クセスが拒否される と :

• ユーザーは、 その機能を有効または無効にする MOTIONALERT ページにア クセスできません

• InstantAlert 機能 （3.3 " ア ラーム " 章） を有効にできません。

(1) MOTIONALERT ページへのユーザーア クセス権限を付与または拒否するには、 ボタ ンを用い
て、 表示される選択肢を変更し ます。

ユーザーア クセス権限は :

設定値がオンを示す場合は、 許可されます。

設定値がオフ を示す場合は、 拒否されます。

(2)  または  ボタ ンのいずれかを押すこ と で、 選択が確認されます。

ア ラーム オプシ ョ ン
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センサーアラームの設定

このページによ って、 以下の事前設定ア ラーム値を修正が可能です :

• 低ア ラーム

• 高ア ラーム

• STEL ア ラーム

• TWA アラーム。

(1) q ボタ ンを押し、 センサーアラーム設定に入り ます。

低ア ラーム設定画面が表示されます。

図 8 センサーア ラーム設定

(2) 押す 

 ボタ ンを押し て操作を中止する、 または

 ボタ ンを押し て次のア ラーム設定に移動する、 または

q ボタ ンを押し てア ラーム設定値を変更し ます。

最初のセンサーのア ラーム値が表示されます。

図 9 センサーア ラーム設定

(3)  または  ボタ ンを押すこ と で、 センサーア ラームの値を設定し ます。

(4) q ボタ ンを押し、 設定値を確定し ます。

(5) 他のすべてのセンサーに対し て、 設定を繰り返し ます。

(6)  ボタ ンを押し、 ア ラームオプシ ョ ン メ ニューに戻り ます。

(7) 他のすべてのア ラームタ イ プに対し て、 設定を繰り返し ます。

出荷時設定のアラームレベルは第 6.1 " 出荷時設定アラーム閾値と設定値 " 章で示し て

います。
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検知器オプシ ョ ン

検知器オプシ ョ ン メ ニューによ って、 さ まざまな検知器オプシ ョ ンの修正が可能にな り ます :

• センサー設定 （チャ ンネルの有効 / 無効）

• 言語設定

• 時刻日付設定

• データ ログ間隔

• ステルスモー ド

• 操作ビープ音

• バッ ク ラ イ ト オプシ ョ ン

• VOC ガス設定

• Bluetooth

押す 

•  ボタ ンを押すと次のページに移動

 ボタ ンを押すと前のページに移動

q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

センサーオプシ ョ ンの設定

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

以下の画面が表示されます :

図 10 センサー オプシ ョ ン 設定

(2)  ボタ ンを押し てセンサーを選択し、 q ボタ ンを押し て変更を行います。

センサー情報が表示され、 センサーを有効または無効にできます。

設定

可燃性ガス タ イプ ( メ タ ン、 ブ タ ン、 プロパンなど ) や単位 (ppm から mg/m3 へ ) の変

更などのその他の操作は、 MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを用いた場合に限り可能です。
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(3)  または  ボタ ンを押すこ と で、 状態を変更し ます。

(4) q ボタ ンを押し て変更を確定し、 次の画面 （次のセンサー） に進みます。

(5) 他のすべてのセンサーに対し て、 一連の設定を行います。

最後のセンサーを設定し た後、 次の設定ページに移動し ます。

言語設定

このオプシ ョ ンは、 検知器の言語を設定するためのものです。

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

(2)  または  ボタ ンを押すこ と で、 言語を変更し ます。

(3) q ボタ ンで確定し ます。

検知器は、 次の設定ページに移動し ます。

時間と日付の設定

このオプシ ョ ンは、 検知器の時刻と日付を設定するためのものです。 検知器はまず、 時刻を設定す

るよ う に指示し、 次に日付を設定するよ う に指示し ます。

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

(2)  または  ボタ ンを押すこ と で、 時間を変更し ます。

(3) q ボタ ンで確定し ます。

(4)  または  ボタ ンを押すこ と で、 分を変更し ます。

(5) q ボタ ンで確定し ます。

検知器は、 日付設定ページに移動し ます。

(6)  または  ボタ ンを押し月、 日、 年を変更し、 q ボタ ンで確定し ます。

検知器は、 次の設定ページに移動し ます。

(7) q ボタ ンで確定し ます。

検知器は、 次の設定ページに移動し ます。

ステルス モー ドの設定

ステルスモー ド は、 光、 音、 バイブレーシ ョ ンのア ラームを無効に し ます。

(1) q ボタ ンを押し て、 モー ド を変更し ます （オン / オフ）。

(2)  ボタ ンを押し て次のページに移動する、 または  ボタ ンを押し て前のページに戻り ます。

データ ログ間隔の設定

このオプシ ョ ンは、 すべての測定値が記録される間隔を設定するためのものです。

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

(2)  または  ボタ ンを押し て、 間隔を変更し ます。

(3) q ボタ ンで確定し ます。

検知器は、 次の設定ページに移動し ます。

操作ビープ音の設定

(1) q ボタ ンを押し て、 モー ド を変更し ます （オン / オフ）。

(2)  ボタ ンを押し て次のページに移動する、 または  ボタ ンを押し て前のページに戻り ます。

バッ ク ラ イ ト の設定

(1) q ボタ ンを押すと設定に入り ます。

 または  ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを変更し ます。

(2) q ボタ ンを押し て、 入力し ます。

(3)  または  ボタ ンを押し て、 タ イムアウ ト を変更し ます。

(4) q ボタ ンを押し て、 タ イムアウ ト を確定し ます。

時刻は、 通常の AM/PM または 24 時間表示のいずれかに設定できます （MSA Link ソ

フ ト ウ ェ アを通じ て）。 AM/PM がデフ ォル ト 設定です。
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PID 設定

警告

PID 設定を変更する場合、 PID の基本を理解し ている こ とが非常に重要です。 測定し ている VOC ガ

スを適切に特定し ていなかった り、 必要な応答係数および / または正し いラ ンプ と一致する正しい

応答係数アラーム値 ( 暴露、 STEL、 TWA) を選択し ていなかった りする と、 測定値が間違っていた

り、 ア ラームの限界値が間違っていた り し て、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性

があ り ます。

PID センサーは、 最初の操作の前に設定し てお く 必要があ り ます。

(1) 正しいパスワー ド を入力し て、 [ 検知器設定 ] メ ニューに入り、 [VOC ガス設定 ] がハイ ラ イ
ト 表示されるまで、  ボタ ンを押し てから、 [OK] を選択し ます。 

次のにある 5 つの設定ページが使用可能です :

設定ページ

メ ニュー起動

｢メ ニュー起動｣機能をオンにする と、 パスワー ド な し で VOC ガスを変更でき
るよ う にな り ます。 ｢メ ニュー起動｣機能が有効であれば、 セクシ ョ ン 3.4 " オン
ス ク リーン イ ンジケーター " で説明し ているよ う に、 メ イ ン測定ページから
｢ Change VOC ガス ? ｣オプシ ョ ン を使用できるよ う にな り ます。デフ ォル ト 設定
は有効です。

VOC ガスの維持

｢ VOC ガスの維持｣が有効であれば、 検知器の電源を一度落と し て、 再度起動し
た と きに、 現在選択し ている VOC ガスが維持されます。 このオプシ ョ ンがオ
フなら、 検知器は必ず VOC ガス タ イプ と し てイ ソ ブチレンを選択し て、 起動さ
れます。 毎回の使用で同じ VOC ガスをモニ ターする必要がある場合は、 この
オプシ ョ ンをオンにする必要があ り ます。 デフ ォル ト 設定は有効です。

よ く 使う ガスの設
定

この一連のページで、 デフ ォル ト のよ く 使う リ ス ト を、 ユーザーに固有の環境
に適合する VOC ガスに変更する こ とができます。 最初の使用では、 10 のデ
フ ォル ト のよ く 使 う ガスが表示されます。 よ く 使う ガスの設定ページの最初の
画面で、 どのよ く 使 う ガスを置き換えるか質問されます。   

(1)  または  ボタ ンを使ってハイ ラ イ ト 表示させ、 [OK] を選択し て、 置
き換えるガスを選択し ます。 

次の画面には、 最新の 10 のよ く 使う ガス、 およびカス タムガスおよ
びすべてのガスのためのオプシ ョ ンが表示されます。  

(2) よ く 使う ガスに追加するガスをハイ ラ イ ト 表示させ、 [OK] を選択し ま
す。  

置き換えるガスおよび、 よ く 使 う ガスに追加するガスを示す、 確認
画面が表示されます。  

｢はい｣を選択する と、 新し いガスを示し ているよ く 使 う ガスのリ ス
ト に戻り、 ｢いいえ｣を選択する と、 以前の内容のよ く 使 う リ ス ト に
戻り、 ｢ ABORT ( 中断 ) ｣を選択する と、 メ ニューページに戻り ます。
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警告

測定し ている VOC ガスを適切に特定し ていなかった り、 必要な応答係数および / または正しいラ ン

プ と一致する正し いア ラーム値 ( 暴露、 STEL、 TWA) を選択し ていなかった りする と、 測定値が間

違っていて、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

Bluetooth の有効化

検知器で、 Bluetooth 対応通信機能を設定できます。

(1) q ボタ ンを押し て、 Bluetooth 通信装置を有効化または無効化 ( オン / オフ ) し ます。

(2)  ボタ ンを押し て メ イ ン メ ニューに戻るか、  ボタ ンを押し て前のページに戻り ます。

メ イ ン メ ニューに戻る

この時点で以下の 3 つのオプシ ョ ンがあ り ます :

VOC ガスの選択

このメ ニューは、 このタ イプの PID センサーが検出でき るすべてのタ イ プのガ
スを表示し ます。 ガスは、 8 文字の略語の順番で一覧されます。 完全なガス名
は、 このマニュ アルの第 10 "PID 応答係数テーブル " 章に リ ス ト されています。
一覧表示される最初の 10 のガスが、 よ く 使う ガスであ り、 すべてのガスのリ
ス ト およびカス タムリ ス ト のためのオプシ ョ ンが続きます。 文字 A-Z で始まる
ガスの名前が、 英数字の順番で一覧されます。 各ページに 14 のガス名が含ま
れます。  

(1) 対象と なるガスを、  または  ボタ ンを使ってハイ ラ イ ト 表示させて
から、 [OK] を選択し ます。 

 または  ボタ ンを 2 秒以上押し続ける と、 完全なページを一度でスク ロー
ルできます。 

OK を選択する と、 以下の情報を含んでいる確認ページが表示されます :

• 8 文字の短い名前

• 選択し たガスの応答係数 (RF)

• そのガスの最大値 ( 完全なスケールのセンサー値 x RF)。 最大値は、 セン
サー範囲に RF を乗じ て計算されます。 た と えば、 ヘキサンの最大値は 
2000 *4.5 = 9000ppm と な り ます。 表示の解像度の制限から、 最大値は 
9999ppm を超える こ とはできません。

• 高ア ラーム - これは現在の高ア ラーム値を反映し ます。 必要であれば、 選
んだ応答係数に対し て変更し ます

• 低ア ラーム - これは現在の低ア ラーム値を反映し ます。 必要であれば、 選
んだ応答係数に対し て変更し ます

カス タムガス設定

カス タムガス設定では、 一意の 8 文字ガス名および関連する応答係数を最大で 
10 までのカス タムガスについて入力できます。  

(1) 入力または置き換える カス タムガス (1 - 10) を選択し ます。  

a) [OK] で確認し ます。

(2) 次の画面で、  または  ボタ ン を使って文字や数字を選択し、 8 文字の
ガス名を入力し ます。  

a) 該当する英数文字に達し たら、 [OK] を選択し ます。  

(3) 8 番目の文字を入力し たら、 応答係数 (0.1- 40.0) を入力し ます。

RF が完了する と、 最終確認ページが表示されます。 

(4) [OK] を選択し てカス タムガスを現在のガスに適用するか、 [ いいえ ] や [
中断 ] を選択し て メ ニューページに戻り ます。

 ボタ ン センサーオプシ ョ ン メ ニュー

 ボタ ン 検知器オプシ ョ ン メ ニューの前の設定ページ

q ボタ ン 検知器オプシ ョ ン メ ニュー

設定ページ
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4.6 Bluetooth の操作
Bluetooth 通信装置を操作するには、 Bluetooth が有効にな っている必要があ り ます。 第 4.5 " 検知器

設定 " 章を参照し て く だ さ い。

適切に動作するには、 適切なソ フ ト ウ ェ ア と と もに、 互換性がある Bluetooth ホス ト が必要です。 

Bluetooth のセキュ リ テ ィ

Bluetooth 接続は、 ペア リ ングの際に検知器および Bluetooth ホス ト の両方で二重に確認される必要

がある一意の 6 桁のピンで暗号化、 保護されます。

デ ィ スカバリーモー ド

この機器モー ド を使用し て、 Bluetooth ホス ト を初めて使 う検知器とペア リ ングするか、 以前検知器

と接続し ていた異なる Bluetooth ホス ト をペア リ ング し ます。

手動でデ ィ スカバリ モー ド に入るには :

(1)  ボタ ンを使って、 デ ィ スカバリ モー ド ページが表示されるまで、 測定モー ド のメ ニュー
ページを下へス ク ロールし ます。

(2) q ボタ ンを押すとデ ィ スカバリ モー ド に入り ます。

青い LED が高速で点滅し て、 検知器がデ ィ スカバリ モー ド である こ と を示し ます。

検知器を初めて Bluetooth ホス ト に接続する場合

(1)  検知器の電源が入ってお り、 デ ィ スカバリ モー ド である こ と を確認し ます

(2)   Bluetooth ホス ト で、 Bluetooth 検知器リ ス ト を探し ます。 リ ス ト から "A5X-xxxxxxxx" を選択
し ます。

 検知器および Bluetooth ホス ト の両方が、 一意の 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド を表示し て、
正しい検知器と ペア リ ングし ている こ と を確認し ます。 

(3) 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド が一致する こ と を確認し た後、  ボタ ンを押し て、 検知器でペア
リ ングのリ ク エス ト を確認し ます。 

(4) 同様に Bluetooth ホス ト も確認し ます。

検知器の Bluetooth ホス ト への接続

これが、 Bluetooth ホス ト に接続される最後の検知器であれば、 Bluetooth ホス ト は、 Bluetooth が有

効である限り、 検知器がデ ィ スカバリ モー ド であるかど うかに関わらず検知器と接続できます。 6 

桁のコー ドの確認は表示されません。

検知器と Bluetooth ホス ト のペア リ ングのバンプ

この検知器には、 統合的な RFID チ ッ プがあ り、 適切なソ フ ト ウ ェ アによ って RFID または NFC レー

ダーをサポー ト でき る Bluetooth ホス ト との高速な Bluetooth ペア リ ングプロセスを促進できます。

単に、 Bluetooth ホス ト の RFID または NFC レーダーを検知器の前面にある MSA ロゴ と直接揃える

だけです。 これで、 検知器および Bluetooth ホス ト  がペア リ ング され、 接続されます。

Bluetooth ホス ト からの検知器の切断

この操作は Bluetooth ホス ト によ って開始されるので、 検知器には切断機能はあ り ません。

Bluetooth ホス ト 機能を使って、 意図的に検知器を Bluetooth ホス ト から切断し ます。

Bluetooth が有効になっている と、 検知器の起動時に 5 分の間検知器が自動的にデ ィ

スカバリ モー ド になる こ と に注意し て く だ さ い。 また、 切断後の 5 分間もデ ィ スカバ

リ モー ド に入り ます。

検知器は、 ペア リ ング し ていた最後の Bluetooth ホス ト だけを再呼び出し し ます。 別

の Bluetooth ホス ト に接続する場合、 検知器を検出するデ ィ スカバリ モー ド にする必

要があ り ます。
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Bluetooth 接続での検知器の設定

検知器には、 Bluetooth 接続で検知器設定の更新を受け取れる機能があ り ます。 それには、 検知器お

よび Bluetooth ホス ト の両方で一致する 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド を確認する、 検知器と Bluetooth 

ホス ト のペア リ ングを成功させる必要があ り ます。 設定の変更が開始される と、 検知器で  ボタ ン

を押すこ と によ って、 リ クエス ト を確認する必要があ り ます。

Bluetooth 接続での避難ア ラー ト

検知器には Bluetooth 接続によ って避難メ ッ セージを受信できる機能があ り ます。 それには、 検知器

および Bluetooth ホス ト の両方で一致する 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド を確認する、 検知器と 

Bluetooth ホス ト のペア リ ングを成功させる必要があ り ます。 接続される と、 避難メ ッ セージが検知

器に送信された と きに、 デ ィ スプレ イに EVACUATE と表示し ながら、 検知器にア ラームが送られま

す。  ボタ ンを押すと避難メ ッ セージが停止し、 アラー ト を受信し たこ とが確認されます。  ボ

タ ンを二度目に押し て、 安全なエ リ アで避難ア ラー ト を リ セ ッ ト し ます。

4.7 MSA Link 操作

PC への検知器の接続

(1) 検知器の電源を入れ、 検知器のデータ リ ン ク通信ポー ト を PC の赤外線イ ン タ フ ェ ースに一
直線に並べます。

(2) PC で MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 アイ コ ンを ク リ ッ ク し て接続を開始し ます。

4.8 検知器での機能テス ト

ア ラームテス ト

(1) 検知器の電源を入れます。 

ユーザーは以下を確認する必要があ り ます :

• ア ラーム LED が点滅し ます

• ホーンが一時的に鳴る 

• バイブレーシ ョ ンアラームが一時的に作動する。

4.9 Bump Test

警告

検知器が適切に機能し ているかを検証するため、 毎日の使用前にバンプテス ト を行います。 このテ

ス ト を行わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

このテス ト によ り、 ガスセンサーが機能し ているかを素早 く 確認し ます。 検知器がバンプテス ト に

失敗し た場合、 精度を確保するため直ちに定期的な完全校正を行って く だ さい。 下記の手順に従い、

あるいはギャ ラ クシー GX2 テス ト ス タ ン ド を用いて自動的にバンプテス ト を行 う こ とができます。

CSA は (22.2 NO.152 に従って ) 、毎日の使用前に全体濃度が 25 ～ 50% に相当する既知濃度のメ タ ン

で可燃性センサーの感度をテス ト する こ と を求めています。 精度は、 実測値の 0 ～ +20 % の範囲内

である必要があ り ます。 第 4.10 " 校正 " 章に記載の校正手順を行 う こ と で、 精度を修正し ます。

注記 ： ギャ ラ ク シー GX2 では、 二酸化塩素センサーはテス ト できません。 このセンサーの場合、 こ

のバンプテス ト 手順を使う か、 第 4.10 " 校正 " 章の説明に従って手動で校正し ます。

バンプテス ト の頻度は、 国または企業の規則で規定される こ とがよ く あ り ます。 しか

し、 一般的には毎日使用する前のバンプテス ト を行う こ とが、 認められた安全上の最

良の方法であ り、 そのため MSA の推奨事項です。
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機器

以下のコ ンポーネン ト の注文情報については、 ア クセサリの章をご覧 く だ さい。

• 校正チ ェ ッ クガスシ リ ンダ

校正ガスのターゲ ッ ト 値および該当する MSA 校正ガスシ リ ンダについては、 第 6.3 " 校正仕様

" 章を参照し て く だ さい。

• デマン ド 流量レギュ レーター

• テス ト 対象のガスに適し たチューブ

• 反応性ガス と非反応性ガスに適し たチューブ と レギュ レーターを含むキ ッ ト は、 MSA から入手

可能です。

バンプテス ト の実行

(1) 清浄で新鮮な空気の環境で検知器の電源を入れたまま、 測定値がガスが存在し ないこ と を示
すこ と を検証し ます。

(2) 通常の測定画面から、  ボタ ンを押し、 「BUMP TEST?」 を表示し ます。

(3) 表示されるガス濃度が校正チ ェ ッ クガスシ リ ンダ と一致するか確認し ます。 一致し ない場合、
校正設定メ ニューを通じ て値を調整し ます。

設置されているセンサーに応じ て、 それぞれが使用される異なるシ リ ンダ、 レギュ レー
ター、 およびチューブを用いて行われる個別のバンプテス ト が 1 ～ 5 ある可能性があ り ま
す。

(4) デマン ド レギュ レーター （校正キ ッ ト に付属） を、 示されたガスを供給するシ リ ンダに取り
付けます。

(5) チューブ （校正キ ッ ト に付属） を レギュ レーターに接続し ます。

(6) チューブの一方の端を検知器ポンプ入口に取り付けます。

(7) q ボタ ンを押し、 バンプテス ト を開始し ます :

プログレスバーが進みます

センサーがガスに反応し ます。

メ ッ セージ 「バンプ TEST PASS」 （バンプテス ト パス） は、 センサーがバンプテス ト に合格し たこ

と を示し ます。

センサーがバンプテス ト に不合格になる と :

• メ ッ セージ 「バンプ TEST FAIL」 （バンプテス ト 失敗） が表示されます

• 不合格のセンサーが示されます。

バンプテス ト を行う 予定のセンサーがまだある場合、 次のセンサーが表示され、 ステ ッ プ 4 から処

理が繰り返されます。

バンプテス ト を行う 予定のセンサーがも う ない場合、 検知器ポンプ入口からチューブを取り外すこ

とができます。 

バンプテス ト 後

設置されたすべてのセンサーがバンプテス ト に合格し た後、 測定ページに  記号が表示されます。

この  記号が、 上部機能バーに表示されます。

センサーのバンプテス ト が行われなかった、 あるいはバンプテス ト に失敗し た場合、  記号は表示

されません。

カ ラーデ ィ スプレー :

• バンプテス ト に合格し たセンサーの各ガス測定値の箇所に、  記号を一時的に表示し ます

•  その後、  記号は現在のガス測定値によ って置き換えられます。

バンプテス ト 後、  記号は 24 時間表示されます。

センサーがバンプテス ト に失敗場合、 4.10 " 校正 " 章の説明に従って検知器を校正し て く だ さ い。
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4.10 校正
この手順を用いて手動で、 あるいはギャ ラ ク シー GX2 テス ト ス タ ン ド を用いて自動的に ALTAIR 5X 

PID を校正できます。 11.5 " 校正オプシ ョ ン " 章を参照し て く だ さい。

9 " 注文情報 " 章に記載のデマン ド レギュ レーターを使用する こ と をお勧めし ます。 新しいセンサー

が設置済みで、 バッ テ リーパッ クが消耗し ているか、 新し いバッ テ リーパッ ク を設置済みであれば、

校正を行 う前に 30 分間センサーを安定化させます。

警告

有毒ガスを用いた特殊条件 !

有毒ガスに対し て検知器をチ ェ ッ ク または校正する予定の場合、 必須条件が満たす必要があ り ます。

そ う し ないと、 間違った校正によ って、 間違った検知器の動作を引き起こすで し ょ う。

反応性有毒ガス （例えば、 塩素、 アンモニア、 二酸化塩素） にはゴムやプ ラスチ ッ クチューブの中

に拡散する性質があ り、 そのため、 検知器で使用できるテス ト ガスの量が検知器校正を正し く 行う

にはも う 十分ではな く なるで し ょ う 。

有毒ガスを用いて検知器を校正する場合、 特定の必須条件を満たす必要があ り ます :

 特殊圧力レギュ レーター

 圧力レギュ レーターと検知器の間は、 可能な限り短い接続

 テス ト ガスを吸収し ない材質 （例えば、 PTFE） で作られた接続チューブ。

注記 ： 通常のチューブ と圧力レギュ レーターを使用する場合、 必要なテス ト ガス長時間曝し ま

す。 これらの器具をそのテス ト ガス専用と し て使用し続けて く だ さ い。 他のガスには使用し な

いで く だ さい。

例えば、 塩素の場合、 検知器を校正する前には、 テス ト ガスシ リ ンダの内容全体が圧力レギュ

レータ と チューブを通って流れるよ う に し て く だ さい。 これらの器具には、 塩素専用と マーク

を付けて く だ さい。

ゼロ校正手順

(1) 通常測定ページで  ボタ ン を 5 秒間押し ます。

ZERO 画面が表示されます。

ゼロ点校正をスキ ッ プ し、 スパン校正手順に直接移動するには、  ボタ

ンを押し ます。 30 秒間、 どのボタ ン も押さ ないと、 検知器が通常測定

モー ド に戻る前に検知器はユーザーにスパン校正を行 う よ う に指示し ま

す。

この時点で フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プのみを行 う には、 q ボタ ンを押し

ます。 その後、 検知器は 4.2 " 電源投入およびフ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ

プ " 章に記載の通り にフ レ ッ シ ュエアセ ッ ト ア ッ プを行います。 フ レ ッ

シ ュエアセ ッ ト ア ッ プが完了する と、 検知器は通常測定画面に戻り ます。

(2) ZERO 画面で  ボタ ンを押し、 ゼロ校正を実行し ます。

メ ッ セージ 「SENSOR REFRESH」 （センサーリ フ レ ッ シ ュ） が表
示され、 続いて、 メ ッ セージ 「ZERO CALIBRATION」 （ゼロ校
正） が表示されます。

触媒可燃性ガスセンサーが取り付けられていない場合、
「REFRESH」 メ ッ セージは表示されません。

ゼロ校正が始ま り ます。

プログレスバーは、 校正のどの く らいが完了し たかを示し ます。

ゼロ校正が開始された瞬間、 可燃性ガスセンサーの測定値は、 「PLEASE 

WAIT」 ( お待ち く だ さい ) の動画表示に置き換え られます。 これは正常で

す。
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スパン校正
スパン校正をスキ ッ プするには  ボタ ンを押し ます。 

30 秒間、 ボタ ンが押されないと、 スパン校正はスキ ッ プ されます。

さ まざまなガスの組み合わせの可能性があるため、 スパン校正をスキ ッ プする こ と で、 ユーザーを

別の設置されているセンサーのスパン校正に進めるか、 測定モー ド に戻すこ とが可能です。

ゼロ校正が完了し た後、 検知器は以下のいずれかを表示し ます

「ZERO CALIBRATION PASS」 （ゼロ校正合格）

または 

「ZERO CALIBRATION FAIL」 （ゼロ校正失敗）。

検知器がゼロ校正に合格し た場合に限り、 スパン画面が表示されます。

ゼロ校正に合格し た後、 可燃性ガスセンサーのスパン校正をスキ ッ プ し た場合、 可燃

性ガスセンサーの測定値は、 しばら く の間、 「PLEASE WAIT」 ( お待ち く だ さい ) の動

画表示に置き換えられる こ とがあ り ます。 これは正常で、 可燃性ガス測定値が再び表

示されてから、 検知器は完全に機能し ます。

0-2000 ppm PID センサーの校正を行 う際は、 空気中でバラ ンスがとれている 100 ppm 

イ ソ ブチレンを使います。 100 ppm よ り濃度が高いイ ソ ブチレン 校正ガスは、 CO セ

ンサーに影響するため使用できません。

(1) チューブの一方の端をシ リ ンダレギュ レータ （校正キ ッ ト
に付属） に接続し ます。

(2) チューブの他方の端をポンプ入口に接続し ます。

(3)  ボタ ンを押し、 検知器の校正 [ スパン ] を行います。

「SPAN CALIBRATION (SPAN 校正 )」 が点滅し ます

SPAN 校正が始ま り ます。

プログレスバーは、 校正のどの く らいが既に完了し たか
を示し ます。
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センサーが寿命に近づいている場合、 「PASS」 表示の後にセンサーラ イ フ イ ンジケーター  が表示

されます。

• センサーがまだ完全に機能し ている間、 この警告によ って、 停止時間を最小限に抑えるために

交換用センサーを手配する時間をユーザーに与えます。

• 検知器が測定モー ド に戻る と き、  イ ンジケーターが点滅し ます。

• 15 秒後、 点滅は止ま り ますが、 問題のあるセンサーには  が表示され続けます。

スパン校正に不合格だった場合 :

• センサーラ イ フ イ ンジケーター  は点滅し、 センサーが寿命に到達し てるため交換が必要であ

る こ と を表示し ます。

•  ボタ ンが押されるまで、 検知器はセンサー寿命ア ラーム状態のままに留ま り ます。

• ア ラームを解除し た後、 検知器は測定モー ド に入り、 センサーを交換する、 または校正に合格

するまで、 センサー寿命イ ンジケーター  を点滅させます。

センサーが寿命に達し ている以外の理由でもスパン校正が失敗する可能性があ り ます。 スパン校正

不合格が発生し た場合、 以下のよ う な項目を検証し て く だ さい :

• 十分なガスが校正シ リ ンダに残っている

• ガス有効期限

• 校正チューブ / フ ィ ッ テ ィ ングなどの完全性

センサーを交換する前にスパン校正を再び試し て く だ さい。

校正合格の仕上げ
(1) ポンプ入口から校正チューブを取り外し ます。

校正手順で、 校正テス ト に合格し たセンサーのスパン値を調整し ます。 不合格だったセンサーは変

更せずにそのままに し ます。 

カ ラーデ ィ スプレ イには、 各校正に合格し たセンサーが、 そのガス測定値に  記号を一時的に表示

し ます。 

これらの  記号はしばら く の間表示され、 その後、 現在のガス測定値によ って置き換えられます。

残留ガスが存在する可能性があるため、 校正シーケンスを完了し た後、 検知器が一時的に暴露ア

ラームの状態になる場合があ り ます。

(2)  ボタ ンを押し、 必要に応じ てア ラームを リ セ ッ ト し ます。

PID センサー校正に続いて、 VOC ガスの測定値が数分の間わずかに上昇 (< 5 ppm) し ます。 これは、

イ ソ ブチレンが検知器からパージ されるためであ り、 正常な動作です。

測定ページに  記号が表示されます。 この  記号は以下のよ う に表示されます :

• カ ラーデ ィ スプレーの場合は、 上部機能バーに

 記号は、 校正および電源オフの後、 24 時間表示されます。

スパン校正が完了し た後、 検知器は以下のいずれかを表示し ます

「SPAN CALIBRATION PASS」 （スパン校正パス）

または 

「SPAN CALIBRATION FAIL」 （スパン校正失敗）

検知器は測定モー ド に戻り ます。
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自動テス ト システムを用いた校正

ギャ ラ ク シー GX2 自動テス ト システムを用いて検知器を校正できます - 適合するガス と濃度のリ ス

ト については、 MSA にお問い合わせ く だ さい。

 " 校正合格の仕上げ " 章で説明し た校正 （手動で） と同様に、 ギャ ラ ク シー GX2 校正に合格し た

後、 測定ページに  記号が表示されます。

この  記号が、 上部機能バーに表示されます。

 記号は、 校正および電源オフの後、 24 時間表示されます。

4.11 時刻テス ト
この機能によ って、 ユーザーが設定し た間隔で検知器を自動的に校正できます。 この機能の最も一

般的な使い方によ って、 ユーザーは、 作業シ フ ト の開始前に検知器を自動的に校正するよ う に、 

ALTAIR 5X PID およびギャ ラ クシー GX2 システムを設定でき るよ う にな り ます。 このモー ド でギャ

ラ クシー GX2 を設定する方法の詳しい説明は、 ギャ ラ クシー GX2 操作マニュアル (" 自動テス ト  機

能 " のセク シ ョ ン ) を参照し て く だ さい。

ALTAIR 5X PID 検知器で、 MSA Link またはギャ ラ クシー GX2 の装置設定ページのいずれかを使っ

て、 以下の設定を行 う 必要があ り ます :

• 自動校正テス ト の場合、 校正期日を有効に し、 自動校正テス ト にゼロでない校正間隔を入力す

る必要があ り ます

• 自動バンプテス ト の場合、 バンプ期日を有効に し、 自動校正テス ト にゼロでない校正間隔を入

力する必要があ り ます

適切な設定のため、ギャ ラ ク シー GX2 操作マニュ アルに記載されているすべてのギャ ラ クシー GX2 

設定を守って く だ さい。

4.12 検知器のシ ャ ッ ト ダウン
検知器をシ ャ ッ ト ダウンするには、 q ボタ ンを押し続けます。

図 11 シ ャ ッ ト ダウン

検知器には、 「HOLD ボタ ン FOR シ ャ ッ ト ダウン」 （ボタ ンを長押し し てシ ャ ッ ト ダウン） が点滅表

示され、 プログレスバーがシ ャ ッ ト ダウンするまでのボタ ンの押し時間を表示ます。

ホーンアラームがオフに されている場合、 カ ラーデ ィ スプレ イには校正  記号は表示

されません。

ホーンアラームがオフに されている場合、 カ ラーデ ィ スプレ イには校正  記号は表示

されません。
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5 メ ンテナンス
操作中に異常が発生し た場合、 表示されるエ ラーコー ド および メ ッ セージを用いて適切な次の措置

を決定し て く だ さ い。 

警告

本取り扱い説明書に記載の手順を超えた、 あるいは MSA が認めた以外の作業員による検知器の修理

または改造によ り装置が適切に機能し ない可能性があ り ます。 本取り扱い説明書に記載の保守作業

を行う 場合、 MSA 本来の交換部品のみを使用し て く だ さい。 部品の代用や間違った設置は、 検知器

の性能を著し く 損ない本質的な安全特性を変える、 あるいは規制当局の承認を無効にする可能性が

あ り ます。 この警告に従わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

5.1 ト ラ ブルシューテ ィ ング

EN 60079-29-2 （可燃性ガスまたは酸素の検出および測定用装置の選択、 設置、 使用お

よび保守に関する指針） および EN 45544-4 （有毒ガスまたは蒸気の直接検出および直

接濃度測定用電気装置の選択、 設置、 使用及び保守に関する指針） を参照し て く だ さ

い。

エ ラー状態 詳細 推奨されるア ク シ ョ ン

交互デ ィ スプレー

ADC ERROR アナログ測定エ ラー MSA にご連絡 く だ さい

MEM ERROR メ モ リ エ ラー MSA にご連絡 く だ さい

PROG ERROR プログラムエ ラー MSA にご連絡 く だ さい

RAM ERROR RAM エ ラー MSA にご連絡 く だ さい

BT ERROR BLUETOOTH エ ラー MSA にご連絡 く だ さい

LOW BATTERY

（点滅）

30 秒ご とにバッ テ リ ー警告

が

繰り返されます

でき るだけ早 く 使用を停止し、 バッ テ

リーを再充電するか交換し て く だ さ い

BATTERY ALARM
バッ テ リーが完全に放電さ

れています

検知器はガスを も う 検知し ません。 使用

を停止し、 バッ テ リーを再充電するか交

換し て く だ さい。

検知器の電源が入らない
バッ テ リーが完全に放電し

た

でき るだけ早 く 使用を停止し、 バッ テ

リーパッ ク を再充電するか交換し て く だ

さ い。

SENSOR MISSING 
センサーが損傷を受けたか

不明
センサーを交換

NO SENSORS センサーが有効ではない
検知器は、 常に有効に された少な く と も 

1 つのセンサーを備える必要がある

センサー警告 センサーが寿命に近づいている

（点滅）

センサーア ラーム
センサーが寿命に達し、 校正できません。

センサーを交換し、 再校正する。

PUMP ERROR 
ポンプの誤作動または流れ

の閉塞

流れの閉塞。 エ ラーが続 く 場合は、 操作

を中止し ます。

INVALID 
CONFIGURATION

センサーは正しい位置に設

置済みです。

センサーを図 図 13 " センサー交換可能な

位置 " に示すよ う に設置し ます。
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5.2 ポンプ運転の検証
操作中いつでもサンプ リ ングシステムを塞ぐ こ とによ り ポンプア ラームを発生させてサンプ リ ング

システムの運転を確認できます。

ポンプ入口、 サンプル配管、 またはプローブが塞がれている場合に、 ポンプア ラームが起動する必

要があ り ます。

ガス測定値を表示される と、 サンプル配管またはプローブの接続されていない端に栓を し ます。

• ポンプモーターの電源が切れ、 アラームが鳴り ます。

• デ ィ スプレーに PUMP ERROR が点滅し ます。

(1)  ボタ ンを押し ア ラームを リ セ ッ ト し、 ポンプを再起動し ます。

ア ラームが作動し ない場合 ：

• サンプル配管と プローブに漏れがないかを確認し ます。

• 漏れを解決する と、 流れを塞ぐ こ と でポンプアラームを再確認し ます。

(2)  ボタ ンを押し ア ラームを リ セ ッ ト し、 ポンプを再起動し ます。

警告

流れが塞がれた と きにポンプア ラームが作動し ない限り、 検知器、 サンプルラ イ ン、 またはプロー

ブを使用し ないで く だ さ い。 ア ラームが出ないとい うのは、 サンプルをセンサーに引き込むこ とが

できないこ との目安であって、 不正確な測定値を生じ る可能性があ り ます。 サンプルのラ イ ンまた

はプローブが設置済みで、 ポンプア ラームが起動し ていないなら、 ラ イ ンまたはプローブを取り外

し て、 テス ト を繰り返し ます。 この操作で、 ど こに閉塞があるかの情報が得られます。 上記の指示

に従わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。 サンプルラ イ ンの

末端を液体の表面に触れさせた り、 沈ませた り し ないで く だ さい。 液体が検知警報器に引き込まれ

る と不正確な測定値を表示し、 検知警報器が損傷を受ける可能性があ り ます。 そのよ う な こ との発

生を防止するため、 ガスを透過するが、 水を透過し ない特殊メ ンブレン フ ィ ルターを含む 　 MSA サ

ンプルプローブを使用する こ と をお勧めし ます。

運転中、 次の場合にポンプア ラームが発生する こ とがあ り ます ：

• フ ローシステムが塞がれている

• ポンプが正常に動作し ない

• サンプル配管が取り付けられているか取り外されている。

ポンプア ラームを解除するには

(1) 流れの閉塞を修正し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

これでポンプが再起動し ます。
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5.3 バッ テ リーの交換

警告

決し て危険な場所でバッ テ リーを交換し ないで く だ さい。 これは、 爆発につながる可能性があ り ま

す。

図 12 バッ テ リー交換

(1) 検知器背面の取り付けネジ 2 本を取り外し ます。

(2) 側面を握り、 持ち上げ、 検知器から外すこ と で、 検知器からバッ テ リーパッ ク を取り出し ま
す。

(3) バッ テ リーを交換する際は、 ネジやバッ テ リーを正確にハウジングに揃えて く だ さい。  

(4) ネジを締め、 5.5 in lb まで ト ルク をかけます。

5.4 保守手順 - センサーの交換または追加
工場出荷時取り付け済みのシ リーズ 20 センサーを取り外すか、 類似の種類のセンサーに交換できま

す。 XCell センサーは、 図 図 13 " センサー交換可能な位置 " の下のテーブルに記載されている位置

に従って、 取り外し、 または交換できます。

警告

PID センサーは、 認定 MSPID 交換用センサーと交換し ます。 PID センサーの範囲が以前に設置され

ていたセンサーと異なる場合、 センサー交換前に、 検知器オプシ ョ ン  センサー設定画面で新し く

設定する必要があ り ます。 そ う し ないと、 測定値が間違った り、 この製品で安全が保証されている

人が、 重傷を負った り、 死亡する危険性があ り ます。

警告

コ ンポーネン ト が損傷を受けないよ う に し ながら、 センサーを慎重に取り外し、 再び設置し て く だ

さい。 そ う し ないと、 検知器の本質的な安全性が悪影響を受け、 誤った測定値が示され、 本製品を

頼り に し ている人が重度の人身傷害を被った り、 死亡する可能性があ り ます。

1 取り付けネジ 2 バッ テ リーパッ ク

1

2
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注記

PC ボー ド を取り扱う 前には、 適切な方法で静電気を除去し て く だ さい。 これに従って頂かない場

合、 体からの静電気放電によ り電子部品に損傷を与える可能性があ り ます。 そのよ う な損傷は保証

の対象ではあ り ません。 静電気防止用ス ト ラ ッ プおよびキ ッ ト は、 電子部品業者から入手できます。

図 13 センサー交換可能な位置

検知器ケースが開いている間は、 金属製 / 導電性の物またはツールで内部コ ンポーネ

ン ト に触れないで く だ さい。 検知器の損傷が生じ る可能性があ り ます。

1 可燃性ガスセンサー 4 下のテーブルまたはセンサーのプ ラグを参照

2 O2 センサー 5 PID センサー

3 下のテーブルを参照

センサー 使用可能なポジシ ョ ン

XCell 可燃性ガスセンサー 1

XCell O2 センサー 2

XCell SO2、 Cl2、 NH3、 H2S、 H2S-LC セン

サー
4

XCell Two-Tox、 SO2、 Cl2、 NH3、 CO-HC 3

シ リーズ 20 センサー 3

PID センサー 5

2

1

3

4

5
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(1) 検知器の電源が切れているか確認し ます。

(2) バッ テ リーパッ ク を取り外し ます。

(3) 残りのケースネジ 2 本を取り外し、 ケースの前面を取り外し ます。

(4) 交換するセンサーを優し く 取り外し ます。

(5) 新しいセンサーの接点ピンをプ リ ン ト 回路基板上のソケ ッ ト に慎重に合わせます。

(6) 新しいセンサーを所定の位置に押し込みます。

(7) 以下のテーブルの配置の制約にご注意 く だ さい。

ポジシ ョ ン 3 で XCell を使用するには、 アダプ タ （部品番号 10110183） が必要です。

センサーを取り外し、 交換し ない場合は、 正しい検知器の機能を維持するために、 必ずセ
ンサープ ラグを所定の場所に設置し て く だ さい。

XCell 位置のプ ラグは P/N 10105650 です。 シ リーズ 20 のプ ラグは P/N 10088192 です。

(8) 緑色のガスケ ッ ト を目視で点検し、 フ ロン ト ハウジングに し っかり固定されている こ と を確
認し ます。

(9) フ ロン ト ケースを取り付け、 5.5 in-lbs の ト ルクで、 2 本のケースネジを締めます。

(10) バッ テ リーパッ ク を取り付け、 5.5 in-lbs の ト ルクで、 2 本のバッ テ リーパッ クネジを締めま
す。

検知器電源投入処理中に XCell センサー構成の変更が検出される と :

• 画面に 「ACCEPT?」 とい う プロンプ ト が表示されます

•  ボタ ンでセンサー構成を承認し ます

•  ボタ ンでセンサー構成を拒否し ます。 検知器は正常に機能し ません。

XCell センサーを交換し た場合、 変更を承認し た後に検知警報器がセンサーを自動的に有効に し ま

す。 シ リーズ 20 または PID センサーを交換する場合、手動で有効にする必要があ り ます ( 第 4.10 

" 校正 " 章、 センサー設定のオプシ ョ ン )。

酸素センサーを交換し た場合、 酸素測定値の表示に関し て 4.3 " 酸素センサーの特別な検討事項 " 章

をご覧 く だ さい。

(11) 校正の少な く と も 30 分前に、 センサーを安定させるために放置し ます。

(12) 使用前に検知器を校正し ます。

警告

センサーを取り付けた後、 校正が必要です。 そ う し ないと、 検知器は期待し た通り に機能し な く 、

安全について本製品を頼り に し ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死に至る可能性があ り ます。

5.5 ポンプ フ ィ ルターの交換
(1) 検知器の電源を切り ます。

(2) フ ィ ルターにア クセスするために、 検知器の背面にある透明フ ィ ルターカバーから固定ネジ 
2 本を外し ます。

(3) O- リ ング と フ ィ ルターデ ィ スク を注意深 く 取り出し ます。

(4) 検知器が反応性有毒ガスセンサーを使用するよ う に構成されていない (Cl2、ClO2、 または NH3 
センサーを備えていない ) 場合、 保守キ ッ ト で提供されている紙状フ ィ ルタ と繊維ダス ト
フ ィ ルタ ( 厚みのあるデ ィ スク ) の両方を使用し ます。

検知器が反応性有毒ガスセンサー （Cl2、 ClO2 または NH3） を使用するよ う に構成されている
場合、 反応性ガス保守キ ッ ト で提供されている紙フ ィ ルタのみを使用し ます。

(5) 検知器背面の窪みに新しい紙状フ ィ ルタ を取り付けます。 使用する こ と になっている場合、
透明フ ィ ルターカバーに繊維ダス ト フ ィ ルターを入れます。

警告

反応性ガスの測定に繊維ダス ト フ ィ ルターまたは不適切な紙状フ ィ ルターを使用する と、 間違った

測定値を示す可能性があ り ます。
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(6) 窪みにある O- リ ングを交換し ます。

(7) 検知器の背面に透明フ ィ ルターカバーを再び取り付けます。

5.6 検知器外側の洗浄
湿った布のみを用いて、 検知器の外側を定期的に洗浄し ます。 多 く の洗浄剤は、 可燃性ガスセン

サーに損傷を与えるシ リ コ ンを含むため、 洗浄剤を使用し ないで く だ さ い。

5.7 保管
使用し ていない場合、 18 °C (65 °F) ～ 30 °C (86 °F) の安全で乾燥し た場所で検知警報器を保管

し て く だ さ い。 保管後、 使用する前には検知警報器の校正を必ず行っ て く だ さ い。 30 日間使用し な

い場合は、 バッ テ リーパッ ク を取り外すか、 チャージ ャーに接続し ます。

5.8 輸送
適切な緩衝材を用いて本来の輸送箱に検知器を詰めます。 本来の箱がない場合、 同等の箱を代用し

て く だ さい。

5.9 PID センサーの洗浄および保守の手順

警告

きれいな洗浄工具を使って、 表面のすべての保守の手順を実行する必要があ り ます。 ラ ンプの窓、

ならびにセルアセンブ リの金属部分に直接手で触れないよ う に注意し ます。 こ う し た部分に指紋が

残る と、 センサーの動作に悪影響がでます。 ゴム手袋が推奨されますが、 使用し ない場合は、 手を

きれいに洗い、 オイル、 ローシ ョ ン等がついでいないこ と を確認し ます。 ラ ンプをガラス部分で保

持する こ と、 窓の端を保持する こ とは許容されます。

コ ンポーネン ト が損傷を受けないよ う に し ながら、 センサーを慎重に取り外し、 再び設置し て く だ

さい。 そ う し ないと、 検知器の本質的な安全性が悪影響を受け、 誤った測定値が示され、 本製品を

頼り に し ている人が重度の人身傷害を被った り、 死亡する可能性があ り ます。

注記

検知器ケースが開いている間は、 金属製 / 導電性の物またはツールで内部コ ンポーネン ト に触れな

いで く だ さ い。 検知器の損傷が生じ る可能性があ り ます。

洗浄手順

推奨されるサプ ラ イ

洗浄前

(1) 検知器の電源が切れているか確認し ます。

(2) バッ テ リーパッ ク を取り外し ます。

(3) 残りのケースネジ 2 本を取り外し、 ケースの前面を取り外し ます。 

(4) PID センサーを静かに取り外し ます。

MSPID センサー洗浄キ ッ ト  P/N:10165248

• メ タ ノ ール

• 先端が綿のアプ リ ケーター

• テ フ ロン フ ィ ルタ ―

• 綿フ ィ ルタ ―

• ピンセ ッ ト

ゴム手袋 ( オプシ ョ ン )
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センサーの分解

清掃

(1) ピンセ ッ ト の先端でわずかに上への圧力をかけてフ ィ ルタ ― キャ ッ プを
取り外し、 ハウジングの本体とキャ ッ プを分離させます。 

これは、 キャ ッ プの穴のすぐ下にあ り ます。 

フ ィ ルタ ― キャ ッ プはなければな らないので、 取っておきます。 

(2) ピンセ ッ ト で、 テ フ ロン フ ィ ルタ ― および綿フ ィ ルタ ― の両方を取り
外し、 取っておきます。

(3) ピンセ ッ ト で、 スペーサーを取り外し、 取っておきます。 

(4) ピンセ ッ ト で、 3 本の接続ピンの近 く で、 セルのエ ッ ジの下を探し、 セル
アセンブ リ を慎重に緩めます。 

緩める と、 セルを持ちあげられるので、 取っておきます。 

(5) ピンセ ッ ト で、 先端をセンサーハウジングの ノ ッ チに置いてラ ンプをつ
かみ、 ラ ンプの周辺を静かに上へこ じあけます。 

a) 持ちあげて、 ラ ンプレンズまたはチ ッ プの先端を傷つけないよ う に注
意し ます。 

(1) 円筒形のガラスでラ ンプを保持し ます。

(2) MSPID センサー洗浄キッ ト  (P/N 10165248) のメ タ ノ ールに綿の合う プ リ
ケーターの先端を浸し ます。

(3) 60 秒の間、 循環運動で、 浸し た綿でラ ンプ ・ レンズの表面を こすり ま
す。

(4) 乾燥し ている先端が綿のアプ リ ケーターで同じ プロセスを繰り返し ます。

(5) 再組み立てを行 う 前に、 ラ ンプ を 30 分間乾燥させます。
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再組み立て

PID センサーが清浄である こ とは、 高い湿度および温度の環境で最適な性能を発揮す

るために必須です。  

(1) ラ ンプ をセンサーの後ろに配置し、 2 つの金属化されたパッ ド がセン
サーの空洞の内側の励起スプ リ ング と揃っている こ と を確認し ます。

(2) 乾燥し ている先端が綿のアプ リ ケーターを使って、 ラ ンプを押し下げ、
ハウジングに固定し ます。 

ラ ンプのレンズを傷つけないよ う に注意し て く だ さい。

(3) ピンセ ッ ト で、 セルアセンブ リ を再組み立て し ます。 

a) 3 本のピンを、 センサーの対応する ソケ ッ ト と揃え、 このエ ッ ジを、
乾燥し ている先端が綿のアプ リ ケーターで押さ えてセルアセンブ リ を
固定し ます。 

b) セルアセンブ リがラ ンプのレンズと同じ面である こ と を確認し ます。

(4) スペーサーをセンサーハウジングの後部、 セルアセンブ リの周囲に配置
し ます。 

(5) 両方のフ ィ ルタ ― をセルアセンブ リ に配置し ます。 まず綿フ ィ ルタ ―
を設置し、 続いてテ フ ロン フ ィ ルタ ― を設置し ます。 

テ フ ロン フ ィ ルタ ― の輝いている面が上です。 

(6) フ ィ ルタ ― のキャ ッ プキーをハウジングの ノ ッ チに揃えます :

a) ノ ッ チの反対側から始めて、 ハウジングにはまるまで、 フ ィ ルタ ―
キャ ッ プ を押し下げます。 

キーが揃っていないと、 目立つふ く らみが、 キャ ッ プの側にできま
す。
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検知器の再組み立て

(1) すべてのセンサーが回路基板に完全に固定されている こ と を確認し ます。

(2) 緑色のガスケ ッ ト を目視で点検し、 フ ロン ト ハウジングに し っかり固定されている こ と を確
認し ます。

(3) フ ロン ト ケースを取り付け、 5.5 in-lbs の ト ルクで、 2 本のケースネジを締めます。

(4) バッ テ リーパッ ク を取り付け、 5.5 in-lbs の ト ルクで、 2 本のバッ テ リーパッ クネジを締めま
す。

(5) 検知器を回転させて、 すべてのセンサーで測定ページが表示される こ と を確認し ます。

(6) 検知器を校正し、 すべてのセンサーで校正が成功し ている こ と を確認し ます。

保守の手順

推奨されるサプ ラ イ

背景情報

センサーの頑丈で耐久性がある設計で、 製品寿命に渡って ト ラ ブルのない動作が保証されます。 た

だ し、 特定の条件で、 保守が必要になる こ とがあ り ます。 これは、 顧客に必要な保守であ り、 保証

の対象とはな り ません。

洗浄または時間によ って保守が必要な部品には、 UV ラ ンプ、 セルアセンブ リ、 テ フ ロン フ ィ ルタ

―、 綿フ ィ ルタ ―、 キャ ッ プ、 およびスペーサーがあ り ます。 蒸気の 推奨されるサプ ラ イのセク

シ ョ ンを参照し て く だ さ い。

センサーが過酷な化学物質に曝された り、 汚染し た環境に長 く ある と、 ラ ンプウ ィ ン ド ウが汚染す

る こ とがあ り ます。 これは、 センサーの性能を低下させます。 汚染 によ って、 UV 光がブロ ッ ク さ

れ、 センサーのゲイ ンが低下し ます。

MSPID センサー保守キ ッ ト  P/N:10165247

• セルの組み立て

• テ フ ロン フ ィ ルタ ―

• 綿フ ィ ルタ ―

• フ ィ ルタ ― キャ ッ プ

• スペーサー

• ピンセ ッ ト

MSA 0 ～ 2000 ppm 

10.6eV ラ ンプ P/N: 10165272

PID センサーで複数のバンプまたは校正テス ト が失敗する場合、 これはラ ンプが汚染

されている可能性を示唆し ます。 蒸気の洗浄手順 に従います。
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PID エ ラー状態

PID LAMP ERROR が表示される場合、 以下のセンサー保守の手順を実行する必要があ り ます。

(1) PID センサーアセンブ リ を完全に確認し、 すべてのコ ンポーネン ト が存在し ていて、 正し く
設置されている こ と を確認し ます。 

(2) アセンブ リが正しいな ら、 ラ ンプの洗浄手順を実行し ます。

ラ ンプの洗浄指示については、 上記の 洗浄手順のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

(3) ラ ンプがきれいであ り、 それでも PID エ ラーがあるなら、 ラ ンプを交換し ます。

(4) ラ ンプを交換し て、 まだ PID エ ラーがあるなら、 セルアセンブ リ を交換し ます。

まだエ ラーがあるなら、 検知器を認定 MSA 修理セン ターへ送って く だ さ い。

PID エ ラー状態 詳細 推奨されるア ク シ ョ ン

検知器デ ィ スプレ イ

PID LAMP ERROR

このエラーは、 PID セン

サーの UV ラ ンプにエ ラー

がある こ と を示し ます。 考

えられる原因 : 

• ラ ンプが設置されてい

ない 

• ラ ンプが正し く 設置さ

れていない 

• ラ ンプの損傷 

• ラ ンプが機能し ていな

い。

このテス ト は、 温度  30 

°C で機能し ます

校正を完了する。 検知器が校正で失敗する

なら、 検知器をシ ャ ッ ト ダウン し て、 ラ ン

プの方向に注意し て洗浄手順を行います。

ユーザーが保守の手順を実行できる場所に

いない場合は、 セキュ リ テ ィ メ ニューで 

PID センサーを無効に し ます。 これで、 PID 

を無効にし て、 他の機能し ているセンサー

を動作させ続ける こ とができます。

注記 ： 新し い PID センサーを検知器に設置

する と、 エ ラーが発生する こ とがあ り ます。

これは予想される こ と であ り、 検知器を校

正する こ と で、 エ ラーを ク リ アできます。

PID SENSOR ERROR
これは、 センサーに致命的

で、 回復不能なエ ラーがあ

る こ と を示し ています。

検知器をシ ャ ッ ト ダウン し て、 認定 MSA 修

理セン ターへ送る必要があ り ます。

校正

失敗

校正シーケンスの完了時に、

失敗メ ッ セージが表示され

る。 ギャ ラ クシー GX2 で、

ユーザーは校正詳細ボタ ン

を押し て、 どのセンサーが

失敗し たかを確認できます。 

PID センサーが校正を失敗し た場合、 検知

器を確認し てから、 校正を再度実行し ます。

PID の校正が二度目も失敗するな ら、 検知

器をシ ャ ッ ト ダウン し て、 洗浄手順を行 う

必要があ り ます。
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6 技術仕様

重量 0.45 kg (1 lb.) - 検知器本体とバッ テ リー及びク リ ッ プ

寸法 (cm)

長さ : 6.7 イ ンチ (169.9mm)

幅 : 3.5 イ ンチ (89.7mm)

高さ : 2.0 イ ンチ (51.4mm)

ア ラーム LED、 警報音、 バイブレーシ ョ ンア ラーム

警報音のボリ ューム 95 dBa、 30cm の距離、 完全に充電されたバッ テ リー、 平均

デ ィ スプレ イ 色 

バッ テ リータ イプ 充電式リ チウムイオンバッ テ リー

充電時間

 6 時間

最大安全領域充電電圧

Um = 6.7 ボル ト 、 直流

標準温度範囲 -10 °C ～ 40 °C (14 °F ～ 104 °F)

拡張温度範囲 -20 °C ～ 50 °C (-4 °F ～ 122 °F)

湿度範囲
相対湿度 （結露な し） ： 15 ～ 90%、

断続的相対湿度 ： 5 ～ 95%

大気圧範囲 80 ～ 120 kPa (11.6 ～ 17.4 PSIA)

保護等級 IP 65

測定方法

可燃性ガス - 触媒センサー

酸素および有毒ガス - 電気化学センサー

揮発性の有機化合物 - PID センサー

保証 1.4 " 保証 " の章を参照し て く だ さい

測定範囲

CIO2 0 ～ 1.00 ppm NH3 0 ～ 100 ppm

Cl2 0 ～ 10 ppm NO 0 　 ～ 200 ppm

CO 0 ～ 2000 ppm NO2 (S20) 0 ～ 20.0 ppm

CO - HC 0 ～ 10000 ppm NO2 (XCell) 0 ～ 50.0 ppm

可燃性
0 ～ 100 % LEL

0-5.00 % CH4

O2 0 　 ～ 30% Vol.

H2S 0 　 ～ 200 ppm PH3 0 ～ 5.00 ppm

H2S - LC  0 ～ 100 ppm PID 0 ～ 2000 ppm

HCN 0 ～ 30 ppm SO2 0 ～ 20.0 ppm
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6.1 出荷時設定ア ラーム閾値と設定値

1STEL と TWA は可燃性と酸素ガスには適用されません。

>100 % の LEL 可燃性ガスが存在する環境では、 触媒可燃性 LEL センサーを備えた検知器は固定範囲

外アラームにな り ます。

確なア ラームレベルは国や企業の規制によ って異なるため、 検知器または校正証明書

を調べ く だ さい。

センサー 低ア ラーム 高ア ラーム 最小設定値 最大設定値 STEL TWA

CL2 0.5 ppm 1.0 ppm 0.3 ppm 7.5 ppm 1.0 ppm 0.5 ppm

ClO2 0.1 ppm 0.3 ppm 0.1 ppm 0.9 ppm 0.3 ppm 0.1 ppm

CO 25 ppm 100 ppm 10 ppm 1700 ppm 100 ppm 25 ppm

CO-HC 25 ppm 100 ppm 10 ppm 8500 ppm 100 ppm 25 ppm

COMB 10 % LEL 20 % LEL 5 % LEL 60 % LEL --1 --1

H2S 10 ppm 15 ppm 5 ppm 175 ppm 15 ppm 10 ppm

H2S-LC 5 ppm 10 ppm 1 ppm 70 ppm 10 ppm 1 ppm

HCN 4.5 ppm 10.0 ppm 2.0 ppm 20.0 ppm 10 ppm 4.5 ppm

NH3 25 ppm 50 ppm 10 ppm 75 ppm 35 ppm 25 ppm

NO 25 ppm 75 ppm 15 ppm 100 ppm 25 ppm 25 ppm

NO2 (S 20) 2.0 ppm 5.0 ppm 1.0 ppm 17.5 ppm 5.0 ppm 2.0 ppm

NO2 (XCell) 2.5 ppm 5.0 ppm 1.0 ppm 47.5 ppm 5.0 ppm 2.5 ppm

O2 19.5 % 23.0 % 5.0 % 24.0 % --1 --1

PH3 0.3 ppm 1.0 ppm 0.3 ppm 3.75 ppm 1.0 ppm 0.3 ppm

PID 50 ppm 100 ppm 2 ppm 1500 ppm 25 ppm 10 ppm

SO2 2.0 ppm 5.0 ppm 0.5 ppm 17.5 ppm 5.0 ppm 2.0 ppm
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6.2 性能仕様

センサー 範囲 分解能 再現性 応答時間

可燃性ガス

0 ～ 100 % LEL また

は

0 ～ 5 % CH4

1 % LEL または

0.05 Vol % CH4

標準温度範囲 : 

<50 % LEL: 3 % LEL

 50 ～ 100 % LEL: 5 % LEL <2.5 % CH4: 

0.15 % CH4 

2.5-5.00 % CH4: 0.25 % CH4 

拡張温度範囲 :<50 % LEL: 5 % LEL 

50-100% LEL: 8% LEL

<2.5 % CH4: 0.25 % CH4 

2.5-5.00 % CH4: 0.40 % CH4

t （90） < 15 秒 

（ペン タ ン） 

（標準温度）

t （90） < 10 秒 

（メ タ ン） （標

準温度）

酸素 0 ～ 30 % O2 0.1% O2 0 – 30 % O2 に対し て 0.7 % O2
t （90） < 10 秒 

（標準温度）

一酸化炭素 0 ～ 2000 ppm CO 1 ppm CO

標準温度範囲 :

±5 ppm CO または測定値の 10 %、

どち らか大きい方 

t （90） < 15 秒 

（標準温度）

拡張温度範囲 :

±10 ppm CO または測定値の 20 %、

どち らか大きい方 

硫化水素 0 ～ 200 ppm H2S

1 ppm H2S、3 ～ 

200 ppm H2S に

対し て

標準温度範囲 :

±2 ppm H2S または測定値の 10 %、

どち らか大きい方 

t （90） < 15 秒 

（標準温度）

拡張温度範囲 :

±20 ppm H2S または測定値の 20 %、

どち らか大きい方 

センサー
範囲 

(ppm*)
分解能 (ppm*)

再現性
公称応答

標準温度範囲 : 拡張温度範囲 :

Cl2
塩素

0 ～ 10 0,05

±0.2 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±0.5 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 30 秒

ClO2

二酸化塩素
0 ～ 1 0,01

±0.1 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±0.2 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 2 min

CO-HC 

一酸化炭素

0 ～ 

10000
5

±5 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±10 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 15 秒

H2S-LC 硫化水

素
0 ～ 100 0,1

±0.2 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±0.5 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 15 秒

HCN

シアン化水素
0 ～ 30 0,5

±1 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±2 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 30 秒

NH3

アンモニア
0 ～ 100 1

±2 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±5 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 40 秒
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*ppm、 他に特に指定がなければ

6.3 校正仕様

NO2

二酸化 

窒素 (S 20)

0 ～ 20 0,1

±2 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±3 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 40 秒

NO2

二酸化 

窒素 (XCell)

0 ～ 50 0,1

±1 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±2 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 15 秒

NO

一酸化窒素
0 ～ 200 1

±5 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±10 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 40 秒

PH3

ホス フ ィ ン
0 ～ 5 0,05

±0.2 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±0.25 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 30 秒

PID 0-2000

0.1 (0-999ppm) 

 1 

(1000-2000ppm)

±5 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±10 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 10 秒

SO2

二酸化硫黄
0 ～ 20 0,1

±2 ppm または 

測定値の 10 % 

どち らか大きい方 

±3 ppm または 

測定値の 20 % 

どち らか大きい方 

t(90)< 20 秒

センサー
範囲 

(ppm*)
分解能 (ppm*)

再現性
公称応答

標準温度範囲 : 拡張温度範囲 :

センサー ゼロガス ゼロ校正値 ** スパン校正ガス スパン校正

値
時間 

（分）

*ClO2 外気 0 2 ppm Cl2 0.8 ppm 6

Cl2 外気 0 10 ppm Cl2 10 ppm 2

CO 外気 0 60 ppm CO 60 ppm 1

COMB ブ タ ン (1.4 % Vol) 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 46 % LEL 1

COMB 水素 (4.0 % Vol) 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 33 % LEL 1

COMB メ タ ン (0 - 5 % Vol) 外気 0 2.5 % Vol メ タ ン 2,5 % 1

COMB メ タ ン (4.4 % Vol) 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 33 % LEL 1

COMB メ タ ン (5 % Vol) 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 29 % LEL 1

COMB ペン タ ン 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 58 % LEL 1

COMB プロパン (1.7 % Vol) 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 37 % LEL 1

COMB プロパン (2.1 % Vol) 外気 0 1.45 % Vol メ タ ン 46 % LEL 1

H2S 外気 0 20 ppm H2S 20 ppm 1

HCN 外気 0 10 ppm HCN 10 ppm 4

NH3 外気 0 25 ppm NH3 25 ppm 2

NO 外気 0 50 ppm NO 50 ppm 4

NO2 外気 0 10 ppm NO2 10 ppm 2

O2 外気 20.8 % 15 % O2 15 % 1

PH3 外気 0 0.5 ppm PH3 0.5 ppm 1
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6.4 汎用校正の可燃性ガス相互参照係数
製品 CD の該当する付録を参照し て く だ さい。

PID 外気 0
100 ppm 

イ ソ ブチレン
100 ppm 1

SO2 外気 0 10 ppm SO2 10 ppm 1

記載されたもの以外のさ まざまなガスシ リ ンダを用いた場合、 スパン値を変更できます。 MSA Link ソ フ ト

ウ ェ アを用いて、 校正シ リ ンダ設定を通じ て、 変更を行 う こ とができます。

* も っ と正確な結果を得るには ClO2 を用いて校正する こ と をお勧めし ます。

** 触媒可燃性センサーが設置されている場合、 ゼロ校正時間は 1 分です。 設置されていない場合、 30 秒で

す。

センサー ゼロガス ゼロ校正値 ** スパン校正ガス スパン校正

値
時間 

（分）

LEL 値がこ こに記載されていない場合、 EN 60079-20-1 に準じ た値にな り ます。 現地の

規制が異なる場合があ り ます。
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7 認証
お使いの特定の検知器に適用される認定については、 検知器のラベルをご確認 く だ さ い。

米国およびカナダ

7.1 指令 2014/34/EU (ATEX) に準ずるマーキング、 証明書、 および承認

特殊な条件 ：

モデル ALTAIR 5X PID は、 必ず メ ーカーのチャージ ャーだけを使い (0 ～ 45 °C) 、 非危険エ リ アで

充電し て く だ さい。

ALTAIR 5X PID を危険エ リ アで使用する と、 検知器が消耗し た り、 本体が消耗する こ とがあ り ます。

検知器は危険エ リ アで保管し ないで く だ さい。 これは、 検知器に静電気が帯電する原因にな り ます。

内部 RFID タ グの RF 放射パワーによる起動で使用するアンテナは、 グループ I では 6 W、 グループ 

IIC では 2 W を超えてはな り ません。 

USA

米国 /NRTL 

（本質安全、 非鉱業）

UL913、 ク ラス I、 区分 1、 グループ A、 B、 C および D

-20 ～ +50 °C、 T4

カナダ

カナダ /CS （本質安

全、 可燃性性能、 非

鉱業）

CSC22.2 No. 157、 ク ラス I、 区分 1、 グループ A、 B、 C および D

CSC22.2 No. 152 M1984 可燃性性能

ANSI/ISA - 12.13.01 - 2000 可燃性性能

Tamb = -20 ～ +50 °C、 本質安全向け T4

Tamb = -20 ～ +50 °C、 可燃性性能向け

製造者 ：

Mine Safety Appliances Company、 LLC  

1000 Cranberry Woods Drive,

Cranberry Township, 

PA 16066 USA

製品 ： ALTAIR 5X PID

EC タ イプ検査証明書 ： FTZU 15 ATEX 0038X

規格 :
EN 60079-0:2012+A11:2013, EN 60079-1:2014、 EN 60079-11:2012

EN 50303:2000

マーキング ：

I M1 Ex ia I Ma

II 1G Ex da ia IIC T4 Ga

 -20 °C  Ta  +50 °C

リ チウムイオン Um 6.7 V DC

IP 65
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キャパシ タ ンス : 

7.2 IECEx に準じ たマーキング、 証明書、 および承認

特殊な条件 ：

モデル ALTAIR 5X PID は、 必ず メ ーカーのチャージ ャーだけを使い (0 ～ 45 °C) 、 非危険エ リ アで

充電し て く だ さい。

ALTAIR 5X PID を危険エ リ アで使用する と、 検知器が消耗し た り、 本体が消耗する こ とがあ り ます。

検知器は危険エ リ アで保管し ないで く だ さい。 これは、 検知器に静電気が帯電する原因にな り ます。

内部 RFID タ グの RF 放射パワーによる起動で使用するアンテナは、 グループ I では 6 W、 グループ 

IIC では 2 W を超えてはな り ません。 

キャパシ タ ンス : 

D リ ング :  24pF

充電接触ピン : 17pF

品質保証通知 ： 0080

製造年 ： ラベルをご覧 く だ さい

シ リ アル番号 ： ラベルをご覧 く だ さい

製造者 ：

Mine Safety Appliances Company、 LLC  

1000 Cranberry Woods Drive,

Cranberry Township, 

PA 16066 USA

製品 ： ALTAIR 5X PID

IECEx- タ イプ 

検査証明書 :
IECEx FTZU 15.0009X

保護の種類 ：
IEC 60079-0:2011、 IEC 60079-1:2014、 IEC 60079-11:2011

IEC 60079-18:2009

性能 な し

マーキング ：

Ex ia I Ma

Ex ia da IIC T4 Ga

 -20 °C  Ta  +50 °C

リ チウムイオン Um  6、 7 V DC

IP65

D リ ング :  24pF

充電接触ピン : 17pF

品質保証通知 ： 0080

製造年 ：
ラベルをご覧 く だ さ

い

シ リ アル番号 ：
ラベルをご覧 く だ さ

い
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8 XCell センサー特許

センサー 部品番号  特許取得状況

可燃性 10106722 US8826721

酸素 10106729 US8790501

一酸化炭素 / 硫化水素 10106725 US8790501、 US8702935

アンモニア 10106726 US8790501、 US8623189

塩素 10106728 US8790501、 US8623189

二酸化硫黄 10106727 US8790501、 US8623189
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9 注文情報
9.1 JA

ガスシ リ ンダー部品リ ス ト

MSP/N

ガス ガス混合
ECONO-CAL 

(34 L)
RP (58 L) 推奨される CAL ガス :

1 100ppm イ ソ ブチレン    10048279 494450 (100 L) 0-2000 ppm PID

1 空気中に 10 ppm NO2 711068 808977 NO2 センサー

1 空気中に 10 ppm SO2 711070 808978 SO2 センサー

1 N2 中に 25 ppm NH3 711078 814866 NH3 センサー

1 N2 中に 10 ppm Cl2 711066 806740 Cl2 センサー

1 N2 中に 2 ppm Cl2 711082 10028080 ClO2 センサー

1 N2 中に 10 ppm HCN 711072 809351 HCN センサー

1 N2 中に 0.5 ppm PH3 711088 710533 PH3 センサー

3 1.45 % CH4、 15.0 % O2、 20 ppm H2S 10048790 10048788

3 2.50 % CH4、 15.0 % O2、 20 ppm H2S 10048888 10048889

3 1.45 % CH4、 15.0 % O2、 60 ppm CO 10048789 478191(100L)

3 2.50 % CH4、 15.0 % O2、 60 ppm CO 10049056 813718 (100L)

4
1.45 % CH4、 15.0 % O2、 

60 ppm CO、 10 ppm NO2
10058036 10058034

4

1.45 % CH4、 15.0 % O2、 

60 ppm CO、 

20 ppm H2S

10048280 10045035

4

2.50 % CH4、 15.0 % O2、 

60 ppm CO、 

20 ppm H2S

10048981 10048890

4

2.50 % CH4、 15.0 % O2、 

60 ppm CO、 

10 ppm NO2

10058172 10058172

5

1.45 % CH4、 15.0 % O2、 

60 ppm CO、 

20 ppm H2S、 

10 ppm SO2

10098855 10117738 SO2 センサー
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9.2 米国外

9.3 アクセサリ

説明 部品番号

ガス

シ リ ンダ 34L、 60 ppm CO 10073231

シ リ ンダ 34L、 40 ppm H2S 10011727

シ リ ンダ 34L、 25 ppm NH3 10079807

シ リ ンダ 34L、 10 ppm Cl2 10011939

シ リ ンダ 34L、 10 ppm SO2 10079806

シ リ ンダ 34L、 10 ppm NO2 10029521

シ リ ンダ 34L、 0.5 ppm PH3 10029522

シ リ ンダ 34L、 2 ppm Cl2 （ClO2 センサーの校正用） 711082

シ リ ンダ 34L、 10 ppm HCN 711072

シ リ ンダ 34L、 100 ppm イ ソ ブチレン 10169196

校正 シ リ ンダ  58L  (1.45 % CH4、 15.0 % O2、 60 ppm CO、 20 ppm H2S) 10053022

校正 シ リ ンダ  58L  (1.45 % CH4、 15.0 % O2、 60 ppm CO、 20 ppm H2S) 10045035

シ リ ンダ 34L、 50 ppm NO 10126429 

シ リ ンダ 58L （0、 4 % プロパン、 15 % O2、 60 ppm CO、 20 ppm H2S） 10086549

シ リ ンダ 34L （1.45 % CH4、 15 % O2、 60 ppm CO、 20 ppm H2S、 10 ppm SO2、） 10122425

シ リ ンダ 58L （1.45 % CH4、 15 % O2、 60 ppm CO、 20 ppm H2S、 10 ppm SO2、） 10122426

説明 部品番号

汎用デマン ド レギュ レーターキ ッ ト 10034391

MSA Link USB ド ングル 10082834

MSA Link データ ロギングソ フ ト ウ ェ ア 10088099 

シ ョ ルダース ト ラ ッ プ 474555

北米のみ ： ベル ト ク リ ッ プ付き格納可能ラ イ ン 10050976

ホルス ター、 レザー 10099648

アルテ ィ アハン ド プローブ 10153041

ク イ ッ ク コネク タ、 アルテ ィ アハン ド プローブ 10161755

サンプルラ イ ン、 5ft、 PU、 非伝導性 10153217

サンプルラ イ ン、 10ft、 PU、 非伝導性 10153218

サンプルラ イ ン、 15ft、 PU、 非伝導性 10153219

サンプルプローブ、 フ レキシブル、 30 cm、 導電性 10103191

サンプルラ イ ン、 1,5 m、 導電性 10103188

サンプルラ イ ン、 3 m、 導電性 10103189

サンプルラ イ ン、 5 m、 導電性 10103190

サンプルラ イ ン、 20 m、 導電性 10159430

サンプルラ イ ン、 30 m、 導電性 10159431

サンプ リ ングシステム、 フ ローテ ィ ングプローブ付き、 5 m、 PU 導電性 10082307

プローブ、 1 ft. ス ト レー ト  PEEK  10042621
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プローブ、 3 ft. ス ト レー ト  PEEK 10042622

ポ リ ウレ タ ン サンプル ラ イ ン、 10 ft. 10040665

ポ リ ウレ タ ン サンプル ラ イ ン、 25 ft. 10040664

ポ リ ウレ タ ン サンプル ラ イ ン、 3 ft. コ イル 10040667

(Cl2、 ClO2、 NH3) 5 ft.PU コ イル サンプル ラ イ ン & プローブ、 キッ ト 10105210

(Cl2、 ClO2、 NH3) 5 ft. PU サンプル ラ イ ン & プローブ、 キ ッ ト 10105251

(Cl2、 ClO2、 NH3) 10 ft. テ フ ロンサンプル ラ イ ン & プローブ、 キ ッ ト 10105839

プローブ向け交換用フ ィ ルタ ―、 10 パッ ク 801582

チャージ ャーのみ ( 北米 ) 10087913

チャージ ャーのみ ( 世界用 ) 10092936

バリ ア付きチャージ ャー - ( 北米 ) 10093055

チャージ ャーク レー ド ル - ( 北米 ) 10093054

チャージ ャーク レー ド ル ( 欧州 ) 10093057

チャージ ャーク レー ド ル ( 豪州 ) 10093056

車載用チャージ ャーク レー ド ル 10099397

ク レー ド ルのみ - ( チャージ ャーな し ) 10093053

アルテ ィ ア 5/5X マルチユニ ッ ト チャージ ャー、 4 ユニ ッ ト  ( 北米 ) 10127427

アルテ ィ ア 5/5X マルチユニ ッ ト チャージ ャー、 4 ユニ ッ ト  ( 欧州 ) 10127428

アルテ ィ ア 5/5X マルチユニ ッ ト チャージ ャー、 4 ユニ ッ ト  ( 英国 ) 10127429

アルテ ィ ア 5/5X マルチユニ ッ ト チャージ ャー、 4 ユニ ッ ト  ( 豪州 ) 10127430

アルテ ィ ア 5/5X マルチユニ ッ ト チャージ ャー、 4 ユニ ッ ト  電源コー ド な し 10128704

キャ リ ーケース 10152079

アルテ ィ ア 5/ 5X 識別ラベル、 128 ユニ ッ ト 、 Blue 10177767

アルテ ィ ア 5/ 5X 識別ラベル、 128 ユニ ッ ト 、 Red 10177768

アルテ ィ ア 5/ 5X 識別ラベル、 128 ユニ ッ ト 、 Green 10177769

アルテ ィ ア 5/ 5X 識別ラベル、 128 ユニ ッ ト 、 Orange 10177770

アルテ ィ ア 5/ 5X 識別ラベル、 128 ユニ ッ ト 、 Yellow 10177771

スク リ ュー ド ラ イバー、 PHILLIPS/3MM HEX/1/16 HEX 10025550

説明 部品番号

すべてのア クセサリがすべての市場で利用でき るわけではないこ とに注意し て く だ さ

い。 利用可能性は MSA の担当までお問い合わせ く だ さい。
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交換部品
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2
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No. 説明 部品番号

1 ケースアセンブ リ、 フ ロン ト な し Bluetooth、 ALTAIR 5X PID 10165249

2
バッ テ リ ーパッ ク、 充電式、 北米、 ALTAIR 5X PID/IR 10114839

バッ テ リ ーパッ ク、 充電式、 EU/Aus、 ALTAIR 5X PID/IR 10114851

3

キ ッ ト 、 PID センサー、 保守 ( セルアセンブ リ、 キャ ッ プ、 スペーサー、 

フ ィ ルタ ―、 ピンセ ッ ト )
10165247

キ ッ ト 、 PID センサー、 洗浄 ( フ ィ ルタ ―、 ピンセ ッ ト 、 メ タ ノ ール & 綿ア

プ リ ケーター )
10165248

キ ッ ト 、 機器保守、 ALTAIR 5X PID( フ ィ ルター、 O- リ ング、 ネジ、 緑色

のガスケ ッ ト )
10165285

キ ッ ト 、 機器保守、 反応性 (Cl2、 ClO2、 NH3)、 ALTAIR 5X PID( フ ィ ル

ター、 O- リ ング、 ネジ、 緑色のガスケ ッ ト )
10165284

フ ィ ルター、 塵よけ 808935

フ ィ ルター、 反応性ガス用 10064531

4 フ ィ ルターカバーアセンブ リ、 ALTAIR 5X PID 10165275

5 カ ラーデ ィ スプレ イ アセンブ リ、 アルテ ィ ア 5X 10148366-SP

6 センサーブ ラケ ッ ト および振動モーターアセンブ リ、 ALTAIR 5X PID 10165273

7 ポンプアセンブ リ、 ALTAIR 5X PID 10165274

8

センサー、 HCN （シ リーズ 20） 10106375

XCell センサー、 Cl2 10106728

センサー、 ClO2 （シ リーズ 20） 10080222

XCell センサー、 SO2 10106727

センサー、 NO2 （シ リーズ 20） 10080224

XCell センサー、 NH3 10106726

センサー、 PH3 （シ リーズ 20） 10116638

XCell センサー、 COMB 10106722

XCell センサー、 O2 10106729

XCell センサー、 CO 10106724

XCell センサー、 H2S 10106723

XCell センサー、 CO-H2S、 Two-Tox 10106725

XCell センサー、 CO/ NO2 10121217

XCell センサー、 CO-HC 10121216

XCell センサー、 H2S-LC/CO 10121213

XCell センサー、 CO-H2 Res/H2S 10121214

センサー、 NO （シ リーズ 20） 10114750

XCell センサープ ラグ 10105650

20 mm センサープ ラグ 10088192

センサー、 PID、 0 ～ 2000ppm 10165271

ラ ンプ、 0 - 2000 ppm PID センサー、 10.6eV 10165272

9 シ リーズ 20 / XCell アダプ ターソケ ッ ト 10110183
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10 PID 応答係数テーブル

警告

VOC 応答係数は 0-500 ppm の範囲に適用されます。 このテーブルの値 は、 室温で、 乾燥し たボ ト ル

ガスで取得し ています。 応答係数は、 高い濃度、 異なる温度および湿度の条件、 またはラ ンプのき

れいさによ って異な り ます。 異なる周囲条や濃度の上昇では、 カス タム応答係数を決定し、 カス タ

ムガスのページで入力し ます。 カス タムガスの設定は、 第 4.5 " 検知器設定 " 章を参照し て く だ さ

い。 これらの応答係数は、 テーブルで指定される ラ ンプのエネルギーに固有です。 他のエネルギー

で PID ラ ンプを使用する検知器では有効ではあ り ません。 こ う し た応答係数を、 他のエネルギーの

ラ ンプで使用する と、 揮発性有機化合物を検出する検知器の能力を大き く 損ない、 重度の身体傷害

を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

警告

極端に有毒性のガスの検出での ALTAIR 5X PIDPID の使用 : 

通常モー ド での ALTAIR 5X PID のシステム解像度の限界 ( 新しい、 きれいなラ ンプで ) は約 0.1 ppm 

のイ ソ ブチレンに相当し ます。 TLV などのターゲ ッ ト 化合物では、 暴露限界のガイ ド ラ イ ンを認識

する必要があ り ます。 ターゲ ッ ト 化合物の曝露限界が 0.1 ppm 未満である場合、 ALTAIR 5X PID 検知

器は使用し ないで く だ さ い。 この警告を守らないと、 過剰な暴露と な り、 重度の身体傷害を引き起

こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

あらゆる化合物で、 暴露限界のガイ ド ラ イ ンは、 相当する ppm のイ ソ ブチレンについて、 暴露限界

のガイ ド ラ イ ンを該当する応答係数で割る こ と によ って再計算できます。 例 : 酢酸ブチル (CAS 123-

86-4) の場合、 推奨されるスレ ッ シ ュホール ド限度値 (TWA と し て ) は 150 ppm です。 その応答係数 

(10.6 eV ラ ンプ ) は 2.4 です。酢酸ブチルの TLV は、相当する ppm のイ ソ ブチレンで : 150 ppm ÷ 2.4 

= 62.5 ppm のイ ソ ブチレン相当です。

応答係数 (RF) が非常に高いガス : ALTAIR 5X PID は、非常に多 く の異なるガスおよび蒸気をモニ タ リ

ングでき る多用途のソ リ ューシ ョ ンです。 ALTAIR 5X PID 検知器で提供される事前にプログラムさ

れた リ ス ト に加えて、 それ以外の多 く の化合物で応答係数を決定する こ とができます ( 以下のセク

シ ョ ンを参照 )。 ALTAIR 5X PID 検知器がア クセスできる最大の応答係数値は 39.99 です。

警告

ALTAIR 5X PID 検知器には、 2 ppm( 2000 ppb) または 10% の大きい方の再現性があ り ます ( 第 6.2 "

性能仕様 " 章のテーブルを参照 )。 ア ラームの設定および測定値の解釈では、 この変動の可能性を考

慮する必要があ り ます。 この警告を守らないと、 過剰な暴露と な り、 重度の身体傷害を引き起こ し

た り、 死に至る可能性があ り ます。

警告

応答係数を決定する場合、 正し いラ ンプを使用し て く だ さ い。 該当する応答係数を適用し ないと、

測定値が不正確にな り、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

上記の情報に関する質問は、 MSA カス タ マーサービス ( 1-800-MSA-2222) までお問い合わせ く だ さ

い。 
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化合物名 表示名 同意語 CAS 番号 1 化学式
イオン化

電位

RF 

10.6eV 

ラ ンプ

アセ ト アルデヒ ド ETHANAL 75-07-0 C2H4O 10,23 10,8

アセ ト ン ACETONE 2- プロパ ノ ン 67-64-1 C3H6O 9,71 1,2

アセ ト フ ェ ノ ン ACETPHEN 98-86-2 C8H8O 9,28 0,59

ア ク ロ レ イ ン ACROLEIN 107-02-8 C3H4O 10,1 3,9

ア リルアルコール PROPENOL 107-18-6 C3H6O 9,67 2,5

酢酸ア ミ ル AMYLACET

n- 酢酸ア ミ ルおよ

び 

酢酸 2- メ チルブチ

ルの混合

628-63-7 C7H14O2 3,5

アルシン ARSINE ヒ化水素 7784-42-1 AsH3 9,89 2,6

ベンゼン ベンゼン 71-43-2 C6H6 9,25 0,53

ブロモホルム BRFORM ト リ ブロモ メ タ ン 75-25-2 CHBr3 10,48 2,3

ブロモ メ タ ン MEBR 臭化メ チル 74-83-9 CH3Br 10,54 1,8

ブ タ ジエン BUTADIEN
1、 3- ブ タ ジエン、 

ビニルエチレン
106-99-0 C4H6 9,07 0,69

ブ タ ノ ール、 1- BUTANOL
ブチルアルコール、 

n- ブ タ ノ ール
71-36-3 C4H10O 9,99 3,4

ブ ト キシエ タ ノ ー

ル、 2-
BTOXETOH

ブチルセロ ソルブ、 

エチレング リ コー

ルモ ノ ブチルエー

テル

111-76-2 C6H14O2 <10 1,3

酢酸ブチル BTYLACET 123-86-4 C6H12O2 10 2,4

ア ク リル酸ブチル *
ア ク リル酸ブチル

エステル
141-32-2 C7H12O2 6,8

ブチルアルコール、 

tert-
TBUOH

tert- ブ タ ノ ール、 

t- ブチルアルコー

ル、 

t- ブ タ ノ ール

75-65-0 C4H10O 9,9 3,4

ブチルメルカ プ タ

ン、 tert-
TBUMRCAP 1- ブ タ ンチオール 109-79-5 C4H10S 9,14 0,55

ブチルア ミ ン、 tert- TBUAMINE ブチルア ミ ン、 t- 75-64-9 C4H11N 8,5 0,71

二硫化炭素 CS2 75-15-0 CS2 10,07 1,2

塩化ク ロロアセチル * ク ロロ酢酸塩化物 79-04-9 C2H2CL20 13,7

ク ロロベンゼン CLBNZ
モ ノ ク ロロベンゼ

ン
108-90-7 C6H5Cl 9,06 0,4

ク メ ン CUMENE
イ ソ プロピルベン

ゼン
98-82-8 C9H12 8,73 0,54

シ ク ロヘキサン CYCHEXAN 110-82-7 C6H12 9,86 1,5

シ ク ロヘキサ ノ ン CYCHEXON 108-94-1 C6H10O 9,14 0,82

デカ ン DECANE 124-18-5 C10H22 9,65 1,6
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ジアセ ト ンアルコー

ル
PYRATON

4- メ チル -4- ヒ ド

ロキシ -2- ペン タ

ノ ン

123-42-2 C6H12O2 9,50 0,55

ジブロモエ タ ン、 1、

2-
EDB

EDB、 二臭化エチ

レン、 臭化エチレ

ン

106-93-4 C2H4Br2 10,37 11,7

ジ ク ロロベンゼン、

1、 2-
O-DCLBNZ

ジ ク ロロベンゼン、

o-
95-50-1 C6H4Cl2 9,08 0,5

ジク ロロエチレン、

ト ラ ンス -1、 2-
DCETHENE

t-1、 2-DCE、 ト ラ

ンス - ジ ク ロロエ

チレン

156-60-5 C2H2Cl2 9,65 0,45

デ ィ ーゼル燃料 #1 DIESEL 68334-30-5
分子の重

量 226
0,9

デ ィ ーゼル燃料 #2 DIESEL 68334-30-5
分子の重

量 216
0,75

ジエチルア ミ ン DEA 109-89-7 C4H11N 8,01 1

ジ メ ト キシ メ タ ン METHYLAL メ チラール 109-87-5 C3H8O2 10 11,3

ジ メ チルジスルフ ィ

ド
DMDS DMDS 624-92-0 C2H6S2 7,4 0,3

ジ メ チルアセ ト ア ミ

ド、 n、 n-
DMA DMA 127-19-5 C4H9NO 8,81 0,73

ジ メ チルア ミ ン *  124-40-3 C2H7N 8,24 2,3

ジ メ チルホルムア ミ

ド、 n、 n-
DMF DMF 68-12-2 C3H7NO 9,13 0,8

ジ メ チルプロピルア

ミ ン (DMPA)
*

N,N-Dimethyl-1-

propanamine
926-63-6 C5H13N 1,0

ジオキサン、 1、 4- DIOXANE 123-91-1 C4H8O2 9,19 1,4

エピ ク ロロ ヒ ド リ ン EPCLHYD

ECH 

Chloromethyloxiran

e,1-chloro2,3-

epoxypropane

106-89-8 C2H5ClO 10,2 7,6

エ タ ノ ール ETHANOL エチルアルコール 64-17-5 C2H6O 10,47 10

酢酸エチル ETACET

酢酸エチル ; アセ

チ ッ クエーテル ; 

酢酸エチル

141-78-6 C4H8O2 10,01 4,2

アセ ト 酢酸エチル EAA 141-97-9 C6H10O3 0,9

ア ク リル酸エチル ETHYLACR 140-88-5 <10.3 2,3

エチルエーテル ETETHER ジエチルエーテル 60-29-7 C4H10O 9,51 1,2

エ タ ンチオール ETMERCAP エ タ ンチオール 75-08-1 C2H6S 9,31 0,6

エチルベンゼン ETBNZE 100-41-4 C8H10 8,77 0,51

エチレン ETHYLENE エテン 74-85-1 C2H4 10,51 10,0

エチレング リ コール ETGLYCOL
1、 2- エ タ ンジ

オール
107-21-1 C2H6O2 10,16 15,7

化合物名 表示名 同意語 CAS 番号 1 化学式
イオン化

電位

RF 

10.6eV 

ラ ンプ
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PID 応答係数テーブル
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エチレンオキシ ド ETOXIDE
オキシ ラ ン、 エポ

キシエ タ ン
75-21-8 C2H4O 10,57 19,5

ガソ リ ン ( ま とめて

炭化水素 )
GASOLINE 8006-61-9

分子の重

量 72
1,1

ヘプ タ ン HEPTANE 142-82-5 C7H16 9,92 2,5

ヘキサン、 n- HEXANE 110-54-3 C6H14 10,13 4,5

ヒ ド ラ ジン HYDRAZINE 302-01-2 H4N2 8,1 2,6

硫化水素 H2S 7783-06-04 H2S 10,45 3,2

酢酸イ ソア ミ ル IAMYACET 酢酸イ ソペンチル 123-92-2 C7H14O2 <10 1,8

イ ソ ブ タ ノ ール IBUTANOL
2- メ チル -1- プロ

パ ノ ール
78-83-1 C4H10O 10,02 4,7

イ ソ ブテン ISOBUTYL
イ ソ ブチレン、 メ

チルブテン
115-11-7 C4H8 9,22 1

酢酸イ ソ ブチル IBUACET

2- メ チルプロピ

ル ・ アセテー ト 、 

- エ タ ン酸メ チル

プロピル

110-19-0 C6H12O2 9,97 2,6

イ ソオク タ ン IOCTANE
2、 2、 4- ト リ メ チ

ルペン タ ン
540-84-1 C8H18 9,86 1,3

イ ソペン タ ン ISOPENT 2- メ チルブ タ ン 78-78-4 C5H12 10,32 8

イ ソホロン IPHORNE 78-59-1 C9H14O 9,07 0,74

イ ソ プレン ISOPRENE
2- メ チル -1、 3-

ブ タ ジエン
78-79-5 C5H8 8,86 0,6

イ ソ プロパノ ール IPA

イ ソ プロピルアル

コール、 

2- プロパ ノ ール、 

IPA

67-63-0 C3H8O 10,12 5,6

酢酸イ ソ プロピル ISOPRACE 108-21-4 9,99 2,6

イ ソ プロピルエーテ

ル
IPROETHR

ジイ ソ プロピル

エーテル
108-20-3 C6H14O 9,2 0,8

イ ソ プロピルア ミ ン 2PRAMINE 75-31-0 C3H9N 8,6 0,9

ジ ェ ッ ト 燃料 JETA(A1)
F-34、 灯油タ イプ

航空燃料
8008-20-6

分子の重

量 145
0,4

JP-5 燃料 JP5

ジ ェ ッ ト  5、 F-4 4、

灯油タ イプ航空燃

料

8008-20-6
分子の重

量 167
0,48

JP-8 燃料 JP8
F-34、 灯油タ イプ

航空燃料
8008-20-6

分子の重

量 165
0,48

リ モネン * (R)-(+)- リ モネン 5989-27-5 C10H16 0,52

メ シチルオキシ ド MSTYLOXD 141-79-7 C6H10O 9,1 0,47

化合物名 表示名 同意語 CAS 番号 1 化学式
イオン化

電位

RF 

10.6eV 

ラ ンプ
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PID 応答係数テーブル
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メ ト キシエ タ ノ ー

ル、 2-
MEOXETOH

メ チルセロ ソルブ、 

エチレング リ コー

ルモ ノ メ チルエー

テル

109-86-4 C3H8O2 10,1 2,5

酢酸メ チル MEACET 79-20-9 C3H6O2 10,27 7

アセ ト 酢酸メ チル MEACACET 105-45-3 C5H8O3 9,82 1,1

メ タ ク リル酸 *

2- メ タ ク リル酸、

2- メ チルプロペン

酸

79-41-4  C4H6O2  4,6

ア ク リル酸メ チル MEACRYLT

メ チル 2- プロペン

酸、

ア ク リル酸メ チル

エステル

96-33-3 C4H6O2 9,9 3,4

安息香酸メ チル MEBNZOTE 93-58-3 C8H8O2 9,32 0,93

メ チルエチルケ ト ン MEK MEK、 2- ブ タ ノ ン 78-93-3 C4H8O 9,51 0,9

メ チルイ ソ ブチルケ

ト ン
MIBK

MIBK、 4- メ チル -

2- ペン タ ノ ン
108-10-1 C6H12O 9,3 1,1

メ チルメルカ プ タ ン METHMERC メ タ ンチオール 74-93-1 CH4 S 9,44 0,6

メ タ ク リル酸メ チル MEMEACRY 80-62-6 C5H8O2 9,7 1,5

メ チル tert- ブチル

エーテル
MTBE

MTBE、 tert- ブチ

ルメ チルエーテル
1634-04-4 C5H12O 9,24 0,86

メ チルア ミ ン MEAMINE ア ミ ノ メ タ ン 74-89-5 CH5N 8,97 1,2

メ チルベンジルアル

コール、 4-
MEBNZOL 589-18-4 C8H10O 0,8

メ チルジエ ト キシシ

ラ ン
*  2031-62-1 C5H14O2Si 0,9

ナフ タ レン NAPHTH 防虫剤 91-20-3 C10H8 8,13 0,37

一酸化窒素 NO 10102-43-9 NO 9,26 7,2

ニ ト ロベンゼン * 98-95-3 C6H5NO2 9,81 5,3

二酸化窒素 NO2 10102-44-0 NO2 9,59 10

ノ ナン、 n- NONANE 111-84-2 C9H20 9,71 1,6

オク タ ン OCTANE 111-65-9 C8H18 9,82 2,2

ペン タ ン、 n- PENTANE 109-66-0 C5H12 10,35 9,7

ペン タ ノ ン、 2- PENT2ONE

MPK、 

2- ペン タ ノ ン、 メ

チルプロピルケ ト

ン

107-87-9 C5H10O 9,38 0,78

フ ェ ノ ール PHENOL
ヒ ド ロキシベンゼ

ン
108-95-2 C6H6O 8,51 1

ホス フ ィ ン PHOSPHIN 7803-51-2 PH3 9,87 2,8

ピ コ ラ イ ン、 2- 2PICOLIN 109-06-8 C6H7N 9,23 0,57

ピ コ ラ イ ン、 3- 3PICOLIN 3- メ チルピ リ ジン 108-99-6 C6H7N 9,04 0,9

化合物名 表示名 同意語 CAS 番号 1 化学式
イオン化

電位

RF 

10.6eV 

ラ ンプ
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ピネン、 アルフ ァ PINENEA 80-56-8 8,07 0,4

ピネン、 ベータ PINENEB 127-91-3 0,4

プロパ ノ ール、 1- PROPANOL 71-23-8 C3H8O 10,22 5,7

プロピオンアルデヒ

ド
PROPANAL プロパナール 123-38-6 C3H6O 9,96 14,8

プロピル ・ アセテー

ト 、 n-
PRACETAT 109-60-4 9,98 3,1

プロピ レン PROPENE プロペン 115-07-1 C3H6 9,73 1,3

プロピ レング リ コー

ル ・ メ チル ・ エーテ

ル

MEOXPROP

PGME、 

1- メ ト キシ -2- プ

ロパノ ール

107-98-2 C4H10O2 9,54 1,4

酸化プロピレン PROPLYOX メ チルオキシ ラ ン 75-56-9 C3H6O 10,22 6,5

ピ リ ジン PYRIDINE 110-86-1 C5H5N 9,25 0,79

キ ノ ラ イ ン QUNOLINE 91-22-5 8,63 0,72

スチレン STYRENE 100-42-5 C8H8 8,47 0,4

テ ト ラ ク ロロエチレ

ン
PERC

PCE、 テ ト ラ ク ロ

ロエチレ ン、 テ ト

ラ ク ロロエチレ ン、 

パーク ロロエチレ

ン

127-18-4 C2Cl4 9,32 0,56

テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン THF THF 109-99-9 C4H8O 9,41 1,6

チオフ ェ ン THIOLE 110-02-1 8,86 0,47

ト ルエン TOLUENE メ チルベンゼン 108-88-3 C7H8 8,82 0,53

ト リ ク ロロエチレン TCE 79-01-6 9,47 0,5

ト リ メ チルア ミ ン TEN TEN 121-44-8 C6H15N 7,53 0,83

ト リ メ チルベンゼ

ン、 1、 2、 3-
123MEBNZ 526-73-8 C9H12 8,42 0,49

ト リ メ チルベンゼ

ン、 1、 2、 4-
124MEBNZ 95-63-6 C9H12 8,27 0,43

ト リ メ チルベンゼ

ン、 1、 3、 5-
135MEBNZ 108-67-8 C9H12 8,4 0,34

テレビン油 - 天然亜

硫酸塩
TURPS-CS

ピネン (85%) + その

他のジイ ソ プレ ン
8006-64-2 C10H16 1

テレビン - ま じ り け

のないゴム
TURPS-PG

ピネン (85%) + その

他のジイ ソ プレ ン
8006-64-2 C10H16 0,45

酢酸ビニル VNYLACET 108-05-4 C4H6O2 9,19 1,3

臭化ビニル VBRM ブロモエチルエン 593-60-2 C2H3Br 9,8 0,4

塩化ビニル VCM
ク ロロエチレン、 

VCM
75-01-4 C2H3Cl 9,99 1,8

ビニルシ ク ロヘキサ

ン
VYLCYHEX VCH 695-12-5 C8H14 9,51 0,54

化合物名 表示名 同意語 CAS 番号 1 化学式
イオン化

電位

RF 

10.6eV 

ラ ンプ
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1CAS 番号とは、 ア メ リ カ化学会による、 化学物質について、 作成、 割り当て られる一意の数字によ

る識別子です。 無断転載を禁ず。

塩化ビニ リデン VDC
1、 1-DCE、 ジ ク ロ

ロエチレ ン、 1、 1-
75-35-4 C2H2Cl2 9,81 0,8

キシレン、 m- M-XYLENE
1、 3- ジ メ チルベ

ンゼン
108-38-3 C8H10 8,56 0,53

キシレン、 o- O-XYLENE
1、 2- ジ メ チルベ

ンゼン
95-47-6 C8H10 8,56 0,54

キシレン、 p- P-XYLENE
1、 4- ジ メ チルベ

ンゼン
106-42-3 C8H10 8,44 0,5

化合物名 表示名 同意語 CAS 番号 1 化学式
イオン化

電位

RF 

10.6eV 

ラ ンプ
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11 フ ローチャー ト
11.1 基本操作

電源を切る

フレッシュエア
セットアップ?

センサー発見

検知器情報

ポンプテスト

インスタント
アラートTM  *

バンプテスト/
情報ページ 校正する

設定

メイン
測定ページ

センサーおよび
校正情報

* 有効な場合

      と       を同時に
 5 秒間押し続ける

5 秒間      
を長押し

5 秒間      
を長押し

5 秒間      
を長押し

を押す

電源投入または
バッテリー
取り付け

BLUETOOTH 
情報

(11.3 を参照)

(11.4 を参照)

(11.2 を参照)
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11.2 バンプテス ト / 情報ページ

ピーク * PEAK 
をリセット

MIN MIN 
をリセット

STEL * STEL 
をリセット

TWA * TWA 
をリセット

バンプテスト/情
報ページ

バンプ
テスト?

センサーバン
プテスト
の実行

メイン測定
ページ

メイン測定
ページ

* 有効な場合 
(すべてのセンサーに無効)

押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す
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日付

最終校
正日付 *

校正期日 *

続き

* 有効な場合
** 無線を搭載している場合

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

オン/オフを
切り替える

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

メイン
測定ページ

モーション
アラート
状態 *

ディスカバ
リーモード*

VOC ガス*
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11.3 設定

パスワード
を入力

終了?

パスワード
間違い

設定

アラーム 
オプション

(11.6 を参照)

検知器
オプション

(11.8 を参照)

校正
オプション

(11.3 を参照)

校正
オプション?

アラーム
オプション?

検知器
オプション?

メイン測定
ページ

を押す

を押す

押す

を押す

 と       を同時に 
5 秒間押し続ける

を押す

を押す

を押す
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11.4 校正

パスワード?
(必要に応じて)

ゼロ校正?

スパン校正?

(必要に応じ
て繰り返す)

パスワード間違い

校正する

メイン測定
ページ

ゼロ校正
         を押す

フレッシュ
エアセットアッ
プを行う        を押す

        を押す

スパン校正
        を押す

        を押す



ALTAIR® 5X PID 84

フ ローチャー ト

JP

11.5 校正オプシ ョ ン

シリンダ設定

校正期日
オプション

起動時に
最終校正日付を表示

パスワード保護校正

設定に戻る?

校正オプション

オン/オフを
切り替える

オン/オフを
切り替える

オン/オフ、
日数を設定

各センサーの
スパンガス
を設定

メインメニュー
に戻る

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す
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11.6 アラーム オプシ ョ ン

振動

ホーン

アラーム LED

動作アラートへの
ユーザーアクセス

センサーアラーム?

アラーム オプション

オン/オフを
切り替える

設定に戻る?

センサーアラー
ム設定

(4.5 を参照)

オン/オフを
切り替える

オン/オフを
切り替える

オン/オフを
切り替える

メインメニュー
に戻る

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

押す

を押す

を押す

を押す

を押す
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11.7 センサーアラーム設定

低アラーム
を設定?

すべてのセ
ンサーの低
アラーム
を修正

高アラーム
を設定?

すべてのセ
ンサーの高
アラーム
を修正

STEL
アラーム
を設定?

STEL
アラーム
を修正

TWA
アラーム
を設定?

TWA
アラーム
を修正

センサーアラーム
設定

アラームオプションに戻る

注記:STEL と TWA
          はすべてのセンサーに無効

       を押す

       を押す

       を押す

       を押す

       を押す

       を押す

       を押す

       を押す

         を押す

         を押す

         を押す

         を押す
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11.8 検知器オプシ ョ ン

センサー設定

言語

時刻 / 日付

データログ間隔

ステルスモード

検知器オプション

選択

設定
HH:MM

MM:DD:YY

設定
MM:SS

オン/オフを
切り替える

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す
センサー設定

(11.9 を参照)

を押す

を押す

を押す

を押す
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バックライト オン/オフタイ
ムアウト期間

操作ビープ音 オン/オフを
切り替える

続き

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

設定に戻る?

メインメニュー
に戻る

BLUETOOTH オン/オフ

VOC ガス設定
ガスの種類、
RF、最大値、
高アラーム、
低アラーム

を押す

を押す

を押す



ALTAIR® 5X PID 89

フ ローチャー ト

JP

11.9 センサー設定
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11.10 VOC ガス設定

MENU ENABLE
(See PID Setup, 

chapter 4.5)

MAINTAIN 
VOC GAS

(See PID Setup, 
chapter 4.5)

FAVORITES 
SETUP

VOC 
GAS SETUP

CUSTOM 
GAS SETUP

BACK TO MAIN 
MENU

TOGGLE ON/OFF

TOGGLE ON/OFF

See PID Setup, 
chapter 4.5)

See PID Setup, 
chapter 4.5)

See PID Setup, 
chapter 4.5

Press

Press

Press

Press

Press
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12 変更可能な機能の概要

機能 初期設定値
この設定値を変更する設定パ

ス

MSA Link 

での変更

は ?

Bluetooth 

経由の変

更は ?

設定パスワー ド 672 - はい いいえ

バイブレーシ ョ ンア ラーム オン ア ラーム オプシ ョ ン はい はい

ホーン ア ラーム オン ア ラーム オプシ ョ ン はい はい

LED アラーム オン ア ラーム オプシ ョ ン はい はい

セーフ LED ( 緑色 ) オン - はい いいえ

操作ビープ音 （ア ラーム LED お

よびホーン）
オフ 検知器オプシ ョ ン はい いいえ

ステルス オフ 検知器オプシ ョ ン いいえ いいえ

MotionAlert - ア クセス 許可 ア ラーム オプシ ョ ン いいえ はい

MotionAlert オフ
測定ページから  ボタ ンを

使用
いいえ はい

センサーア ラームレベル
ア ラームオプシ ョ ン / セン

サーア ラーム設定
はい はい

高および低ア ラームの有効 / 無効 有効 - はい はい

センサーのオン / オフ オン
検知器オプシ ョ ン / センサー

設定
はい いいえ

ピークの表示 オン - はい いいえ

STEL、 TWA の表示 オン - はい いいえ

校正シ リ ンダ設定 校正オプシ ョ ン はい はい

最新校正日付の表示 オン 校正オプシ ョ ン いいえ いいえ

校正期日の表示 オン 校正オプシ ョ ン はい いいえ

校正パスワー ド 要求 オフ 校正オプシ ョ ン いいえ いいえ

バッ ク ラ イ ト 有効 - いいえ はい

バッ ク ラ イ ト 期間 10 秒 検知器オプシ ョ ン はい はい

デ ィ スプレーコ ン ト ラス ト 出荷時設定 検知器オプシ ョ ン いいえ いいえ

言語 ユーザー設定 検知器オプシ ョ ン いいえ はい

日付、 時刻 ユーザー設定 検知器オプシ ョ ン はい はい

データ ログ間隔 3 min 検知器オプシ ョ ン はい いいえ

カス タムロゴ画面 出荷時設定 公認サービスセン ター はい いいえ

検知器シ リ アル番号 出荷時設定 - いいえ いいえ

会社名 空白 - はい はい

部門 / ユーザー名 空白 - はい はい

VOC RF オン / オフ  オン 検知器オプシ ョ ン はい いいえ

バンプ期日 オン / オフ オフ - はい はい

バンプ間隔 1 - はい はい

校正期日間隔 30 検知器オプシ ョ ン はい はい



For local MSA contacts, please visit us at MSAsafety.com

MSA EUROPE GmbH
Schlüsselstr. 12
8645 Rapperswil-Jona
Switzerland

www.MSAsafety.com
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